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原 子 力 発 電 所 の 新 規 制 基 準 適 合 性 に 係 る 審 査 会 合  

第 1018回  議 事 録  

 

１ ． 日 時  

 令 和 ３ 年 １ ２ 月 ７ 日 （ 火 ） １ ４ ： ３ ０ ～ １ ６ ： １ ９  

 

２ ． 場 所  

 原 子 力 規 制 委 員 会  １ ３ 階  会 議 室 Ａ  

 

３ ． 出 席 者  

原 子 力 規 制 委 員 会  

 山 中  伸 介   原 子 力 規 制 委 員 会  委 員  

原 子 力 規 制 庁  

 小 野  祐 二   審 議 官  

 田 口  達 也   安 全 規 制 管 理 官 （ 実 用 炉 審 査 担 当 ）  

 名 倉  繁 樹   安 全 規 制 調 査 官  

 義 崎  健    管 理 官 補 佐  

 忠 内  厳 大   安 全 管 理 調 査 官  

 照 井  裕 之   安 全 審 査 官  

 江 嵜  順 一   企 画 調 査 官  

 齋 藤  哲 也   企 画 調 査 官  

 義 崎  健    管 理 官 補 佐  

 千 明  一 生   主 任 安 全 審 査 官  

 岩 崎  拓 弥   安 全 審 査 官  

 照 井  裕 之   安 全 審 査 官  

 大 野  佳 史   安 全 審 査 専 門 職  

中 国 電 力 株 式 会 社  

 三 村  秀 行   執 行 役 員  電 源 事 業 本 部  部 長 （ 原 子 力 管 理 ）  

 山 本  直 樹   執 行 役 員  電 源 事 業 本 部  部 長 （ 原 子 力 安 全 技 術 ）  

 阿 比 留  哲 生   電 源 事 業 本 部  部 長 （ 電 源 建 築 ）  
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 國 西  達 也   電 源 事 業 本 部  部 長 （ 電 源 土 木 ）  

 阿 川  一 美   電 源 事 業 本 部  担 当 部 長 （ 原 子 力 管 理 ）  

 清 水  雄 一   電 源 事 業 本 部  担 当 部 長 (電 源 土 木 ) 

 吉 次  真 一   電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 耐 震 設 計 土 木 ）  

 山 本  健 太   電 源 事 業 本 部  担 当 副 長 （ 耐 震 設 計 土 木 ）  

 志 水  克 成   電 源 事 業 本 部  担 当 副 長 （ 耐 震 設 計 土 木 ）  

 家 島  大 輔   電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 安 全 審 査 土 木 ）  

 清 木  渉 平   電 源 事 業 本 部  副 長 （ 安 全 審 査 土 木 ）  

 田 中  雅 章   電 源 事 業 本 部  副 長 （ 安 全 審 査 土 木 ）  

 橋 本  隆    電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 耐 震 設 計 建 築 ）  

 落 合  悦 司   電 源 事 業 本 部  副 長 （ 耐 震 設 計 建 築 ）  

 高 下  真    電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 原 子 力 建 築 ）  

 児 玉  賢 司   電 源 事 業 本 部  副 長 （ 原 子 力 建 築 ）  

 田 村  伊 知 郎   電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 原 子 力 耐 震 ）  

 荒 芝  智 幸   電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 原 子 力 設 備 ）  

 内 藤  慶 太   電 源 事 業 本 部  担 当 副 長 （ 原 子 力 設 備 ）  

 宗 行  健 太   電 源 事 業 本 部  担 当 副 長 （ 原 子 力 設 備 ）  

 森 脇  光 司   電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 原 子 力 運 営 ）  

 水 口  裕 介   電 源 事 業 本 部  副 長 （ 原 子 力 運 営 ）  

 高 取  孝 次   電 源 事 業 本 部  マ ネ ジ ャ ー （ 原 子 力 電 気 設 計 ）  

 福 間  淳    電 源 事 業 本 部  副 長 （ 原 子 力 電 気 設 計 ）  

 二 見  恭 介   電 源 事 業 本 部  担 当 副 長 （ 原 子 力 安 全 ）  

東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社  

 山 本  正 之   本 社  原 子 力 ・ 立 地 本 部  副 本 部 長  兼  原 子 力 設 備 管 理 部 長  

 遠 藤  亮 平   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  設 備 技 術 グ ル ー プ  課 長  

 薗 頭  武 輝   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部   設 備 技 術 グ ル ー プ  副 長  

 若 林  悠 太   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  設 備 技 術 グ ル ー プ  

 中 村  元 春   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  設 備 技 術 グ ル ー プ  

 吉 田  昭 靖   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  設 備 計 画 グ ル ー プ  課 長  

 江 谷  透    本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  設 備 計 画 グ ル ー プ  課 長  
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 山 口  修 平   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  設 備 技 術 グ ル ー プ  副 長  

 三 五  英 樹   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  運 転 計 画 グ ル ー プ  マ ネ ジ ャ ー  

 田 中  良 洋   本 社  原 子 力 設 備 管 理 部  運 転 計 画 グ ル ー プ  

 高 田  護    本 社  原 子 力 運 営 管 理 部  運 転 計 画 グ ル ー プ  

 卜 部  宣 行   本 社  原 子 力 運 営 管 理 部  課 長  

 澁 澤  大 輔   本 社  原 子 力 運 営 管 理 部  

 

４ ． 議 題  

 （ １ ） 中 国 電 力 （ 株 ） 島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 機 の 設 計 及 び 工 事 の 計 画 の 審 査 に つ い て  

 （ ２ ） 東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 株 ） 柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 ６ ・ ７ 号 機 の 重 大 事 故 等

対 策 に つ い て  

 （ ３ ） そ の 他  

 

５ ． 配 付 資 料  

 資 料 １ － １    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  耐 震 設 計 の 基 本 方 針 及 び 重 大 事 故 等 対 策 の

有 効 性 評 価 （ コ メ ン ト 回 答 ）  

資 料 １ － ２    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  審 査 会 合 に お け る 指 摘 事 項 に 対 す る 回 答 一

覧 表 （ 第 4条 、 第 39条 （ 地 震 に よ る 損 傷 の 防 止 ））  

資 料 １ － ３    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  審 査 会 合 に お け る 指 摘 事 項 に 対 す る 回 答 一

覧 表 （ 有 効 性 評 価 ： 格 納 容 器 破 損 防 止 ）  

資 料 １ － ４    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  審 査 会 合 に お け る 指 摘 事 項 に 対 す る 回 答 一

覧 表 （ 有 効 性 評 価 ： 燃 料 プ ー ル の 燃 料 損 傷 防 止 ）  

資 料 １ － ５    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  審 査 会 合 に お け る 指 摘 事 項 に 対 す る 回 答 一

覧 表 （ 有 効 性 評 価 ： 運 転 停 止 中 の 燃 料 損 傷 防 止 ）  

資 料 １ － ６    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  重 大 事 故 等 対 策 の 有 効 性 評 価  

資 料 １ － ７    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  重 大 事 故 等 対 策 の 有 効 性 評 価  成 立 性 確 認

補 足 説 明 資 料  

資 料 １ － ８    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  重 大 事 故 等 対 処 設 備 に つ い て  

資 料 １ － ９    島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  重 大 事 故 等 対 処 設 備 に つ い て  補 足 説 明 資

料  
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資 料 １ － １ ０   島 根 原 子 力 発 電 所 ２ 号 炉  「 実 用 発 電 用 原 子 炉 に 係 る 発 電 用 原 子 炉 設

置 者 の 重 大 事 故 の 発 生 及 び 拡 大 の 防 止 に 必 要 な 措 置 を 実 施 す る た め

に 必 要 な 技 術 的 能 力 に 係 る 審 査 基 準 」 へ の 適 合 状 況 に つ い て  

資 料 ２ ー １    柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 第 ７ 号 機 工 事 計 画 認 可 申 請 に 係 る 論 点 整 理 に つ

い て  

資 料 ２ － ２    補 足 説 明 （ 柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所  第 ７ 号 機 工 事 計 画 認 可 申 請 に 係 る

論 点 整 理 に つ い て ）  

 

６ ． 議 事 録  

○ 山 中 委 員  定 刻 に な り ま し た の で 、 た だ い ま か ら 、 原 子 力 発 電 所 の 新 規 制 基 準 適 合 性 に

係 る 審 査 会 合 第 1018回 会 合 を 開 催 し ま す 。本 日 の 議 題 は 、議 題 1、中 国 電 力 株 式 会 社 、島 根

原 子 力 発 電 所 2号 炉 の 設 計 及 び 工 事 の 計 画 の 審 査 に つ い て 。議 題 2、東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン

グ ス 株 式 会 社 、柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 6、7号 機 の 重 大 事 故 等 対 策 に つ い て で す 。本 日 は プ

ラ ン ト 関 係 の 審 査 で す の で 、 私 が 出 席 い た し ま す 。 本 日 の 会 合 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 対 策 の た め 、 テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し て お り ま す 。 音 声 等 が 乱 れ た 場 合 に は 、 お

互 い に そ の 旨 を 伝 え る よ う に お 願 い い た し ま す 。議 事 に 入 り ま す 。最 初 の 議 題 は 、議 題 1、

中 国 電 力 株 式 会 社 、島 根 原 子 力 発 電 所 2号 炉 の 設 計 及 び 工 事 の 計 画 の 審 査 に つ い て で す 。そ

れ で は 、 資 料 に つ い て 説 明 を 始 め て く だ さ い 。  

○ 三 村 執 行 役 員  中 国 電 力 の 三 村 で ご ざ い ま す 。  

 島 根 原 子 力 発 電 所 2号 機 に つ き ま し て は 、 本 年 9月 15日 に 原 子 力 設 置 許 可 を 受 け 、 10月 1

日 に 工 事 計 画 認 可 申 請 の 補 正 を 行 っ た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

 本 日 は 、 そ の 補 正 の 概 要 と 、 当 社 で 考 え て お り ま す 説 明 工 程 に つ い て 、 御 説 明 を さ せ て

い た だ き ま す 。 な お 、 御 質 問 等 へ の 対 応 に 当 た り ま し て 、 現 在 、 映 像 に 映 っ て い る メ ン バ

ー 以 外 の 者 が 入 れ 替 わ り で 発 言 を す る こ と は ご ざ い ま す の で 、 あ ら か じ め 御 了 承 を お 願 い

し ま す 。そ れ で は 、電 源 事 業 本 部 担 当 副 長 の 内 藤 の ほ う か ら 御 説 明 を さ せ て い た だ き ま す 。

○ 内 藤 担 当 副 長（ 中 国 電 力 ） 中 国 電 力 の 内 藤 で す 。本 日 は 、資 料 を 2つ 御 用 意 し て お り ま

し て 、資 料 1-1が 、島 根 原 子 力 発 電 所 2号 機 工 事 計 画 認 可 申 請 補 正 の 概 要 、資 料 1-2が 説 明 工

程 で ご ざ い ま し て 、 関 連 す る 内 容 に な り ま す の で 、 続 け て 御 説 明 さ せ て い た だ き た い と 考

え て お り ま す 。  

 そ れ で は 、ま ず 資 料 1-1を 用 い ま し て 、工 事 計 画 認 可 申 請 補 正 の 概 要 に つ い て 御 説 明 い た
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し ま す 。  

 表 紙 を め く っ て い た だ き ま し て 、右 肩 1ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 本 資 料 で は 、1．で 、 島

根 2号 機 新 規 制 基 準 へ の 適 合 性 確 認 に 係 る 経 緯 、2．で 、島 根 2号 機 工 事 計 画 認 可 申 請（ 補 正 ）

の 状 況 、3．で 、工 認 審 査 に お け る 論 点 と な り ま す 主 な 説 明 事 項 に つ い て 、当 社 と し て 抽 出

さ せ て い た だ い た も の に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

 2ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。新 規 制 基 準 へ の 適 合 性 確 認 に 係 る 経 緯 に な り ま す が 、先 ほ

ど 三 村 か ら 説 明 し て 申 し ま す と お り 、設 置 変 更 許 可 の 内 容 を 踏 ま え ま し て 、10月 1日 に 第 1

回 補 正 と 呼 ん で お り ま す が 、 工 事 計 画 認 可 申 請 の 一 部 補 正 を 実 施 し て お り ま す 。  

 3ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。島 根 2号 機 の 工 事 計 画 認 可 申 請（ 補 正 ）に 関 し ま し て 、要

目 表 、基 本 設 計 方 針 、施 設 共 通 /施 設 個 別 に 要 求 さ れ る 説 明 書 の ほ か 、耐 震 強 度 評 価 の 前 提

と な る 耐 震 性 に 関 す る 基 本 方 針 、強 度 に 関 す る 基 本 方 針 な ど を 取 り ま と め ま し て 、第 1回 補

正 を 実 施 し て お り ま す 。  

 4ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。今 後 の 補 正 予 定 に な り ま す が 、耐 震 強 度 計 算 書 な ど を 取 り

ま と め ま し て 、本 年 12月 に 第 2回 補 正 、来 年 3月 以 降 に 第 3回 補 正 を 実 施 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 5ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。 工 事 計 画 認 可 の 審 査 に お け る 主 な 説 明 事 項 に つ き ま し て

は 、 設 置 変 更 許 可 審 査 時 に 、 詳 細 設 計 へ 申 し 送 り し た 事 項 、 新 た な 規 制 要 求 （ バ ッ ク フ ィ

ッ ト ）へ の 対 応 事 項 、今 回 申 請 内 容 に お け る 設 置 変 更 許 可 審 査 時 か ら の 設 計 変 更 内 容 の 3つ

の 項 目 か ら 抽 出 し ま し た 上 で 、さ ら に 4つ 目 の 項 目 と し ま し て 、他 社 プ ラ ン ト の 審 査 で 議 論

と な っ た 事 項 の う ち 、島 根 2号 機 の 審 査 で も 評 価 手 法 等 に つ い て 、詳 細 に 説 明 す る 必 要 が あ

る と 考 え た 事 項 に つ き ま し て も 、 そ の 他 の 詳 細 設 計 に 係 る 説 明 事 項 と し て 抽 出 さ せ て い た

だ い て お り ま す 。以 降 、こ の 4つ の 項 目 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。な お 、主 な 説 明 事 項 に

つ き ま し て は 、 今 後 補 正 す る 内 容 や 、 ヒ ア リ ン グ 結 果 を 反 映 し ま し て 、 順 次 整 理 し て ま い

り ま す 。  

 6ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。一 つ 目 の 項 目 に な り ま す が 、設 置 変 更 許 可 審 査 時 に 、詳 細

設 計 へ 申 し 送 り し た 事 項 に つ き ま し て は 、 フ ロ ー に 基 づ き 、 説 明 内 容 の 重 み づ け と し て 、

Aか ら Eの 5段 階 に 分 類 を 実 施 し て お り ま し て 、主 な 説 明 事 項 と し て 、分 類 A～ Bを 抽 出 し て

お り ま す 。 フ ロ ー の 説 明 に な り ま す が 、 ま ず 左 上 の ス タ ー ト と な る 申 し 送 り 事 項 に つ き ま

し て は 、 設 置 変 更 許 可 審 査 時 の コ メ ン ト や 、 当 社 の ま と め 資 料 の 記 載 を 確 認 し ま し て 、 抽

出 し て お り ま す 。最 初 の ひ し 形 の と こ ろ で 、島 根 2号 機 や 他 社 プ ラ ン ト で 、工 認 審 査 実 績 が

あ る か を 確 認 し て お り ま し て 、実 績 が な い も の に つ き ま し て は 、右 の ひ し 形 に 進 み ま し て 、
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設 置 変 更 許 可 審 査 か ら 、 対 応 方 針 に 変 更 が あ る 、 も し く は 追 加 検 討 項 目 が あ る も の に つ き

ま し て は 、さ ら に 右 に 進 み ま し て 分 類 Aと な り ま す 。対 応 方 針 の 変 更 や 、追 加 検 討 項 目 が な

い も の は 、 下 の ひ し 形 の と こ ろ に 進 み ま し て 、 設 置 変 更 許 可 審 査 で 、 具 体 的 な 数 値 を も っ

て 、 設 計 成 立 性 ま で 確 認 し て る か を 確 認 し ま し て 、 説 明 し て い な い も の に つ き ま し て は 、

分 類 Bと な り ま す 。 こ の 分 類 A、 Bと な る も の に つ き ま し て は 、 当 社 と し て 、 主 な 説 明 事 項

と し て 抽 出 さ せ て い た だ い て お り ま す が 、分 類 C、D、Eに つ き ま し て も 、審 査 の 中 で 御 説

明 さ せ て い た だ き た い と 考 え て い ま す 。  

 7ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。第 1表 に 分 類 A、Bと な る も の を お 示 し し て お り ま す が 、分

類 Aが 7、8ペ ー ジ の 5件 。分 類 Bが 9、10ペ ー ジ の 7件 と な っ て お り ま す 。表 中 に は 、各 項 目

の 説 明 時 期 を 記 載 し て お り ま し て 、 設 計 方 針 と 設 計 結 果 で 説 明 時 期 が 分 か れ る も の 、 具 体

的 に は 8ペ ー ジ の No.1-5、9ペ ー ジ の No.1-7、1-9に つ き ま し て は 、説 明 時 期 を 分 け て 記 載 し

て お り ま す 。ま た 、9ペ ー ジ の No.1-6に つ き ま し て は 、設 備 ご と に 説 明 時 期 が 異 な り ま す の

で 、分 け て 記 載 さ せ て い た だ い て お り ま す 。概 要 に つ き ま し て は 、11ペ ー ジ 以 降 の 一 件 一

葉 で 記 載 し た も の で 御 説 明 い た し ま す 。  

 11ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-1】地 震 応 答 解 析 モ デ ル に お け る 建 物 基 礎 底 面 の 付 着

力 に つ き ま し て は 、図 1で 3号 機 エ リ ア の と こ ろ に 、前 回 試 験 位 置 を 緑 色 で 示 し て お り ま す

が 、1、2号 機 エ リ ア の 建 物 直 下 地 盤 近 傍 で の 直 接 的 な 付 着 力 の デ ー タ 、試 験 デ ー タ が 得 ら

れ て い な か っ た た め 、 設 計 に 用 い る 付 着 力 に つ い て 、 地 盤 の ば ら つ き を 踏 ま え た 網 羅 性 ・

代 表 性 に 対 す る 説 明 性 な ど を 向 上 さ せ る 観 点 か ら 、図 1で 赤 色 で 示 し て お り ま す が 、1、2号

機 建 物 近 傍 に お い て 、 追 加 試 験 を 実 施 し て お り ま す 。 こ の 追 加 試 験 結 果 を 踏 ま え ま し て 、

建 物 基 礎 底 面 の 付 着 力 と し て 、設 置 変 更 許 可 段 階 で 説 明 し た 値 の 保 守 性 、妥 当 性 に つ い て 、

来 年 1月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 12ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-2】建 物 構 築 物 の 地 震 応 答 解 析 に お け る 入 力 地 震 動 の

評 価 に つ き ま し て は 、既 工 認 に お い て 、採 用 実 績 の あ る 1次 元 波 動 論 、ま た は 2次 元 FEM等

を 採 用 す る 方 針 で ご ざ い ま し て 、 解 析 モ デ ル に つ き ま し て は 、 建 設 時 以 降 の 敷 地 内 追 加 地

質 調 査 結 果 の 反 映 な ど に よ り ま し て 、 最 新 の デ ー タ を も と に 、 よ り 詳 細 に モ デ ル 化 す る こ

と と し て お り ま す 。ま た 、建 物 構 築 図 の 入 力 地 震 動 の 評 価 に つ き ま し て は 、1次 元 波 動 論 の

入 力 地 震 動 の 保 守 性 の 確 認 な ど の 影 響 検 討 を 行 い ま し て 、 入 力 地 震 動 の 保 守 性 、 妥 当 性 に

つ い て 来 年 2月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 13ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-3】横 置 円 筒 型 容 器 の 応 力 解 析 へ の FEMモ デ ル の 適 用
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方 針 の 変 更 で ご ざ い ま す が 、今 回 工 認 で は 、表 1に お 示 し し て い る と お り 、応 答 解 析 に お い

て 、評 価 対 象 部 位 で あ る 胴 、脚 及 び 基 礎 ボ ル ト ご と に 解 析 方 法 を 分 け ず に 、JEAG式 又 は は

り モ デ ル に 統 一 し ま し て 、 そ こ で 得 ら れ た 荷 重 を 用 い て 応 力 評 価 を 行 う こ と と し て お り ま

す 。ま た 、図 1の 評 価 フ ロ ー の 下 の ほ う で 示 し て い ま す と お り 、胴 の 応 力 評 価 を 精 緻 化 す る

場 合 に は 、荷 重 を FEMモ デ ル に 入 力 す る こ と に よ り 、応 力 評 価 を 行 う こ と と し て お り ま す 。

こ れ ら の 方 針 変 更 を 踏 ま え た 耐 震 評 価 結 果 に つ き ま し て 、 来 年 2月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ

い ま す 。  

 14ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-4】サ プ レ ッ シ ョ ン チ ェ ン バ の 耐 震 評 価 で す が 、既 工

認 で は 、 内 部 水 質 量 を 固 定 質 量 （ 死 荷 重 ） と し て 扱 っ て お り ま し た が 、 今 回 工 認 で は 有 効

質 量 と し て 扱 っ て 、3次 元 は り モ デ ル に よ る 地 震 応 答 解 析 を 行 う こ と と し て お り ま す の で 、

そ の 妥 当 性 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。 ま た 、 地 震 応 答 解 析 モ デ ル に つ き ま し て は 、 鉛 直

方 向 の 応 答 を 精 緻 に 算 出 す る た め 、ト ー ラ ス 胴 と サ ポ ー ト 間 に ば ね 要 素 を 追 加 し た ３ ６ ０ °

モ デ ル を 適 用 す る こ と の 妥 当 性 及 び 高 次 モ ー ド の 影 響 に つ き ま し て 、 来 年 ４ 月 以 降 に 説 明

予 定 で ご ざ い ま す 。  

 15ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-5】漂 流 物 衝 突 荷 重 の 設 定 で す が 、島 根 で は 、 最 も 大

き い 質 量 と な る 漂 流 物 と し て 、 総 ト ン 数 19ト ン の 漁 船 (FRP製 )を 選 定 し て お り ま す 。 先 行

サ イ ト に お け る 検 討 状 況 は 参 照 し ま し て 、 追 加 実 施 し た 船 舶 の 形 状 調 査 に よ り 、 精 度 向 上

を 図 っ た 解 析 モ デ ル に よ る 非 線 形 構 造 解 析 （ 衝 突 解 析 ） か ら 漂 流 物 衝 突 荷 重 を 算 定 す る こ

と と し て お り ま し て 、 船 舶 の 衝 突 解 析 の 不 確 か さ に つ い て も 考 慮 す る こ と に つ い て 御 説 明

い た し ま す 。 ま た 、 漂 流 物 の 衝 突 荷 重 の 影 響 を 踏 ま え ま し て 、 津 波 防 護 施 設 に 設 置 す る 漂

流 物 対 策 工 の 設 計 方 針 及 び 構 造 仕 様 に つ い て 御 説 明 い た し ま す が 、許 容 限 界 と し ま し て は 、

漂 流 物 対 策 工 は 塑 性 状 態 ま で 許 容 し ま す が 、 津 波 防 護 施 設 は お お む ね 弾 性 状 態 に と ど ま る

よ う 詳 細 設 計 を 行 っ た 結 果 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。 今 後 の 予 定 で す が 、 漂 流 物 荷 重 算

定 式 や 非 線 形 構 造 解 析 の 整 理 及 び 漂 流 物 衝 突 荷 重 の 設 定 に つ い て 12月 以 降 に 、強 度 計 算 結

果 に つ い て 来 年 3月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 16ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-6】機 器 ・配 管 系 へ の 制 震 装 置 の 適 用 で す が 、 こ ち ら

は 、島 根 2号 機 で 採 用 す る こ と と し て お り ま す 粘 性 ダ ン パ に 関 す る も の で ご ざ い ま す 。図 1、

図 2で 青 色 で 示 し て い る 箇 所 が 、粘 性 ダ ン パ を 設 置 す る 箇 所 の 例 に な り ま す 。今 後 の 説 明 予

定 で す が 、 Bク ラ ス 配 管 系 に 設 置 す る 三 軸 粘 性 ダ ン パ に つ い て 、 制 震 装 置 を 用 い た 地 震 応

答 解 析 手 法 、保 守 管 理 の 方 針 及 び 詳 細 設 計 の 結 果 を 来 年 2月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。
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ま た 、取 水 槽 ガ ン ト リ ク レ ー ン に 設 置 す る 単 軸 粘 性 ダ ン パ に つ き ま し て は 、来 年 5月 以 降 に

説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 17ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-7】浸 水 防 止 設 備 の 内 、 機 器 ・ 配 管 系 の 基 準 地 震 動 Ss

に 対 す る 許 容 限 界 で す が 、こ ち ら は 図 1に お い て 黄 色 で 示 し て お り ま す 循 環 水 ポ ン プ や 、配

管 な ど の バ ウ ン ダ リ 機 能 に つ い て は 、 Sク ラ ス の 機 器 配 管 系 と 同 等 の 信 頼 性 を 確 保 す る 観

点 か ら 、基 準 地 震 動 Ssに よ る 許 容 応 力 状 態 Ⅳ ASの 評 価 に 加 え ま し て 、弾 性 設 計 用 地 震 動 Sd

に よ る 許 容 応 力 状 態 Ⅲ ASの 評 価 を 実 施 し ま し て 、そ の 結 果 に つ い て 、来 年 4月 以 降 に 説 明 予

定 で ご ざ い ま す 。  

 18ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-8】設 計 地 下 水 位 の 設 定 で す が 、各 施 設 の 耐 震 設 計 の

条 件 と な る 地 下 水 位 の 設 定 に つ き ま し て は 、 既 設 の 地 下 水 位 低 下 設 備 の 機 能 に 期 待 せ ず 、

屋 外 重 要 土 木 構 造 物 の 設 計 地 下 水 位 の 設 定 に つ き ま し て は 、 新 設 す る 地 下 水 位 低 下 設 備 に

も 期 待 し な い 解 析 条 件 を 設 定 す る こ と に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。 図 1に 既 設 と 新 設 の 地

下 水 位 低 下 設 備 の 概 要 を 示 し て お り ま す 。 ま た 、 予 測 解 析 に よ り 求 ま る 構 造 物 周 辺 の 地 下

水 位 に さ ら に 再 現 解 析 に よ る 解 析 結 果 と 観 測 記 録 の 差 異 を 踏 ま え た 安 全 誘 導 を 加 味 し ま し

て 、 設 計 地 下 水 位 を 設 定 す る 方 針 に つ い て 、 12月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 19ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-9】防 波 壁 で す が 、設 置 変 更 許 可 段 階 に お い て 、構 造

成 立 性 及 び 詳 細 設 計 段 階 に お け る 設 計 方 針 に つ い て 御 説 明 さ せ て い た だ い て お り ま す が 、

島 根 の 防 波 壁 は 図 1に 示 し て お り ま す と お り 、多 重 鋼 管 杭 式 擁 壁 、逆 T擁 壁 及 び 波 返 重 力 擁

壁 の 3つ の 構 造 形 式 の も の を 採 用 し て お り ま す 。表 1に 示 し て お り ま す が 、各 構 造 形 式 に 対

し て そ れ ぞ れ 論 点 ご ざ い ま し て 、多 重 鋼 管 杭 式 擁 壁 と 、逆 T擁 壁 に つ き ま し て は 、追 加 の 地

盤 改 良 、 波 返 重 力 擁 壁 に つ き ま し て は 、 ケ ー ソ ン 中 詰 材 の 改 良 を 実 施 す る こ と と し て お り

ま す の で 、 そ の 範 囲 や 仕 様 に つ き ま し て も 、 論 点 の 中 で 御 説 明 い た し ま す 。 今 後 の 説 明 予

定 で す が 、防 波 壁 の 詳 細 設 計 方 針 及 び 地 盤 の 解 析 物 性 値 に つ き ま し て 、来 年 1月 以 降 、防 波

壁 の 詳 細 設 計 結 果 に つ き ま し て 、 来 年 3月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 20ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-10】土 石 流 影 響 評 価 で す が 、防 波 壁 と 隣 接 し て い る 管

理 事 務 所 4号 館 が 土 石 流 に よ り 倒 壊 し た 場 合 に 、 防 波 壁 に 影 響 が な い こ と に つ い て 御 説 明

い た し ま す 。具 体 的 に は 、管 理 事 務 所 4号 館 を 減 築 す る こ と に よ り 、そ の 影 響 範 囲 に 防 波 壁

は 含 ま れ な い よ う 対 策 を 行 う こ と に つ き ま し て 、 来 年 1月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 21ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-11】保 管・ア ク セ ス で す が 、こ ち ら は 、第 3保 管 エ リ

ア 近 傍 斜 面 に 設 置 す る 抑 止 杭 に 関 す る も の で ご ざ い ま し て 、 設 置 変 更 許 可 段 階 で も 、 抑 止
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杭 の 評 価 方 針 に つ い て 御 説 明 し て お り ま す が 、 さ ら に 余 裕 を 持 っ た 設 計 と す る た め 、 詳 細

設 計 段 階 で は 、抑 止 杭 を 5本 配 置 し た レ イ ア ウ ト に 基 づ き ま し て 、評 価 結 果 を 御 説 明 い た し

ま す 。 図 中 で オ レ ン ジ 色 の 丸 で お 示 し し て い る 箇 所 が 、 抑 止 杭 を 追 加 配 置 す る と こ ろ に な

り ま す 。3次 元 ま た は 2次 元 FEMを 用 い ま し て 、地 震 に よ り 杭 間 の 岩 盤 の 中 抜 け や 、杭 下 流

側 の シ ー ム す べ り が 起 こ ら な い こ と な ど に つ い て 評 価 を 行 い ま し て 、 来 年 2月 以 降 に 説 明

予 定 で ご ざ い ま す 。  

 22ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 1-12】ブ ロ ー ア ウ ト パ ネ ル 閉 止 装 置 に つ き ま し て は 、設

置 変 更 許 可 段 階 に お い て 、島 根 2号 機 で は 、図 1に 示 す よ う な ダ ン パ を 採 用 す る こ と に つ い

て 御 説 明 さ せ て い た だ い て お り ま す が 、図 2に 示 し て お り ま す と お り 、加 振 試 験 を 実 施 し て

お り ま し て 、 基 準 地 震 動 Ss相 当 の 加 振 を 経 験 し た 後 の 機 能 維 持 確 認 の 結 果 な ど に つ い て 来

年 1月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 23ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。主 な 説 明 事 項 に 関 す る 2つ 目 の 抽 出 項 目 に な り ま す が 、新

た な 規 制 要 求 （ バ ッ ク フ ィ ッ ト ） へ の 対 応 事 項 に つ い て 2件 抽 出 さ せ て い た だ い て お り ま

す 。  

 内 容 に つ い て は 24ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 2-1】安 全 系 電 源 盤 に 対 す る 高 エ ネ ル ギ

ー ア ー ク （ HEAF） 火 災 対 策 で す が 、 HEAF対 策 が 必 要 な 電 源 盤 は 、 図 1に お い て 赤 枠 で 示

し て お り ま し て 、 ア ー ク 火 災 が 発 生 し な い よ う 、 遮 断 器 の 遮 断 時 間 の 適 切 な 設 定 や 非 常 用

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 の 停 止 に よ り 、 電 気 盤 の 損 壊 の 拡 大 を 防 止 で き る 設 計 と す る こ と に つ き

ま し て 、 12月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 25ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 2-2】火 災 感 知 器 の 配 置 で す が 、火 災 防 護 審 査 基 準 の 一

部 改 正 で 、 消 防 法 に 従 っ て 設 置 す る こ と な ど の 要 求 が 追 加 と な っ て お り ま す の で 、 火 災 感

知 器 の 具 体 的 な 設 置 状 況 に つ き ま し て 、 12月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 26ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。主 な 説 明 事 項 に 関 す る 3つ 目 の 抽 出 項 目 に な り ま す が 、設

置 変 更 許 可 申 請 の 審 査 か ら 詳 細 設 計 の 進 捗 に よ り 、 設 備 設 計 を 一 部 見 直 し て い る も の に つ

き ま し て 、 2件 抽 出 し て お り ま す 。  

 内 容 に つ い て は 、27ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 3-1】ド ラ イ ウ ェ ル 水 位 計 、原 子 力 格

納 容 器 床 面 プ ラ ス 1.0メ ー ト ル 設 置 高 さ の 変 更 で す が 、当 該 水 位 計 は 、ペ デ ス タ ル 代 替 注 水

計 に よ る 注 水 停 止 の 判 断 を 目 的 に 、 ベ ン ト 管 下 端 高 さ へ の 設 置 を 計 画 し て お り ま し た が 、

ベ ン ト 管 な ど の 構 造 物 に は 施 工 誤 差 が あ り 、 ベ ン ト 管 下 端 高 さ は 、 必 ず し も 原 子 炉 格 納 容

器 床 面 ＋ 1.0メ ー ト ル で は な く 、 低 い 場 合 も あ る と い う こ と を 確 認 し た こ と を 受 け ま し て 、
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当 該 水 位 計 の 高 さ に つ い て 、 施 工 誤 差 を 考 慮 し て も 確 実 に 検 知 で き る 設 置 高 さ と し て 、 ＋

0.9メ ー ト ル に 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。こ の 変 更 に つ き ま し て は 、12月 以 降 に 説 明 予 定

で ご ざ い ま す 。  

 28ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 3－ 2】格 納 容 器 酸 素 濃 度（ B系 ）及 び 格 納 容 器 水 素 濃 度

（ B系 ）計 測 範 囲 の 変 更 で す が 、当 該 計 器 に つ き ま し て は 、格 納 容 器 ベ ン ト 判 断 基 準 で あ る

酸 素 濃 度 4.4vol％ 及 び 可 燃 限 界 で あ る 水 素 濃 度 4.0vol％ 前 後 を 、既 存 の 設 備 の 設 計 を 変 更 せ

ず に 、ナ ロ ー レ ン ジ 0～ 5vol％ で 計 測 す る 計 画 で ご ざ い ま し た が 、ナ ロ ー レ ン ジ の 計 測 範 囲

上 限 付 近 で は 、 既 に 自 動 で ワ イ ド レ ン ジ に 切 り 替 わ っ て お り ま し て 、 ワ イ ド レ ン ジ で 計 測

す る 可 能 性 が 排 除 で き な い こ と が 判 明 し て お り ま す 。 ワ イ ド レ ン ジ に つ き ま し て は 、 ナ ロ

ー レ ン ジ に 比 べ て 、 計 測 格 差 が 大 き い た め 、 レ ン ジ の 自 動 切 替 え を 考 慮 し て も 、 確 実 に ナ

ロ ー レ ン ジ で 計 測 範 囲 、 計 測 可 能 と な る よ う 、 格 納 容 器 酸 素 濃 度 に つ い て 、 0～ 10vol％ 、

格 納 機 水 素 濃 度 に つ い て 、 0～ 20vol%の 計 測 範 囲 に 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。 こ の 変 更

に つ き ま し て は 12月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 29ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。最 後 の 項 目 で す が 、他 社 プ ラ ン ト の 審 査 で 議 論 と な っ た

そ の 他 の 詳 細 設 計 に 関 わ る 説 明 事 項 に つ い て 、 4件 抽 出 し て お り ま す 。  

 30ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 4－ 1】 配 管 系 に 用 い る 支 持 装 置 の 許 容 荷 重 の 設 定 で す

が 、 フ ロ ー に お い て 、 既 工 認 に お け る 評 価 手 順 を 青 色 の 線 で 、 今 回 工 認 に お け る 評 価 手 順

を 赤 色 の 線 で 示 し て お り ま す が 、 今 回 工 認 で は 、 配 管 系 の 地 震 応 答 解 析 で 得 ら れ た 配 管 反

力 が 、あ ら か じ め 設 定 し た 設 計 上 の 基 準 値 を 超 え る 場 合 は 、JEAG4601及 び 既 往 知 見 も 踏 ま

え ま し て 、 詳 細 評 価 と し て 、 構 造 部 材 の 強 度 評 価 及 び 機 能 部 品 を 含 む 機 能 確 認 を 実 施 す る

こ と と し て お り ま し て 、 新 装 置 の 健 全 性 に つ い て は 、 来 年 2月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま

す 。  

 31ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 4－ 2】 原 子 炉 本 体 の 基 礎 の 応 力 評 価 に 用 い る 解 析 モ デ

ル の 変 更 で す が 、既 工 認 に お い て 、原 子 炉 本 体 の 基 礎 は 、90°モ デ ル を 用 い て 評 価 を 行 っ て

お り ま し た が 、CRD搬 出 入 用 開 口 部 等 の 非 対 象 に 存 在 す る 開 口 部 を 精 緻 に 評 価 す る こ と を

目 的 と し ま し て 、 開 口 部 を モ デ ル 化 し た 360 °モ デ ル に 変 更 す る こ と と し て お り ま し て 、 モ

デ ル 化 の 方 法 や 、入 力 荷 重 条 件 の 妥 当 性 に つ き ま し て 、来 年 2月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま

す 。  

 32ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 4－ 3】 復 水 器 水 室 出 入 口 弁 へ の 地 震 時 復 水 器 の 影 響 で

す が 、 タ ー ビ ン 建 物 へ の 津 波 流 入 防 止 及 び 地 震 に よ る 溢 水 量 の 低 減 を 目 的 に 、 復 水 器 水 室
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出 入 口 弁 を 閉 止 す る 必 要 が ご ざ い ま し て 、 地 震 時 に 復 水 器 の 移 動 や 水 室 の 落 下 に よ り 水 室

出 入 口 弁 に 影 響 が な い こ と を 確 認 い た し ま す が 、図 1に 示 す よ う な 3次 元 FEMを 適 用 し ま し

て 評 価 し た 結 果 に つ き ま し て 、 来 年 2月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 33ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。【 4－ 4】制 御 棒・破 損 燃 料 貯 蔵 ラ ッ ク 等 に お け る 排 除 水 体

積 質 量 減 算 の 適 用 で す が 、 制 御 棒 ・ 破 損 燃 料 貯 蔵 ラ ッ ク 等 の 耐 震 設 計 に お い て は 、 従 来 よ

り 二 重 円 筒 モ デ ル の 考 え 方 に 基 づ き 、 流 体 抵 抗 に よ る 影 響 、 負 荷 質 量 を 考 慮 し て お り ま す

が 、 基 準 地 震 動 の レ ベ ル 増 大 に 伴 い ま し て 、 流 体 と 構 造 物 の 相 互 作 用 に よ る 影 響 （ 排 除 水

体 積 質 量 ）に つ い て も 考 慮 す る こ と に つ き ま し て 、来 年 1月 以 降 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。  

 続 き ま し て 、資 料 1－ 2を 用 い ま し て 、説 明 工 程 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。説 明 工 程 に

つ き ま し て は 、 左 上 の ほ う に 凡 例 を 載 せ て ご ざ い ま す が 、 各 説 明 項 目 に 対 す る 説 明 期 間 を

青 色 の 線 で 示 し て お り ま す 。 こ の 説 明 期 間 は 、 当 社 で 説 明 順 な ど を 想 定 し て 記 載 し た も の

に な り ま す が 、 現 時 点 を 示 す 点 線 よ り 前 に 線 が 出 て い る 項 目 に つ き ま し て は 、 す で に ヒ ア

リ ン グ に お い て 説 明 を 開 始 さ せ て い た だ い て い る も の に な り ま す 。 ひ し 形 で 、 先 ほ ど の 資

料 1－ 1で 御 説 明 し ま し た 主 な 説 明 事 項 の 説 明 可 能 時 期 を 示 し て お り ま す 。主 な 説 明 事 項 の

内 容 に つ き ま し て は 、 該 当 す る 図 書 の 備 考 欄 に 記 載 し て お り ま し て 、 一 行 に 複 数 の 主 な 説

明 事 項 が あ る も の に つ き ま し て は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 内 に も 数 字 を 記 載 し て 識 別 さ せ て い た だ

い て お り ま す 。 ま た 、 設 計 方 針 と 設 計 結 果 で 、 説 明 時 期 が 異 な る も の に つ き ま し て は 、 備

考 欄 に お い て 括 弧 書 き で 識 別 し て お り ま し て 、例 え ば【 1-5】の 漂 流 物 衝 突 荷 重 の 設 定 に つ

き ま し て は 、設 計 方 針 が 資 料 1-2の 上 の ほ う の 津 波 へ の 配 慮 に 関 す る 説 明 書 で 12月 、設 計 結

果 に つ き ま し て は 、下 の ほ う の 防 波 壁 の 強 度 計 算 書 で 3月 に 説 明 予 定 で ご ざ い ま す 。耐 震 強

度 計 算 書 に つ き ま し て は 、 主 な 説 明 事 項 に 関 係 す る 箇 所 を ピ ッ ク ア ッ プ さ せ て 記 載 さ せ て

い た だ い て お り ま す 。 説 明 は 以 上 と な り ま す 。  

○ 山 中 委 員  そ れ で は 、 質 疑 に 移 り ま す 。 質 問 コ メ ン ト 、 ご ざ い ま す か 。  

○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 の 照 井 で す 。 各 論 に 入 る 前 に 、 少 し お 互 い の 認 識 を 共 通 化 さ せ と き

た い ん で す け れ ど も 、 ま ず 、 今 回 御 説 明 い た だ い た も の と い う の は 、 全 て の 論 点 を 抽 出 し

た と い う も の で は な く て 、 あ く ま で も 現 時 点 で 中 国 電 力 が 考 え る 主 な 説 明 事 項 を 説 明 し た

と 、 こ の よ う な 理 解 で よ ろ し い で し ょ う か 。  

○ 内 藤 担 当 副 長 （ 中 国 電 力 ）  中 国 電 力 の 内 藤 で す 。 御 理 解 の と お り で ご ざ い ま し て 、 現

時 点 で 当 社 と し て 、 主 な 説 明 事 項 と し て 考 え る も の を 抽 出 さ せ て い た だ い た も の で ご ざ い

ま す 。 以 上 で す 。  
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○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 の 照 井 で す 。 分 か り ま し た 。 そ の 上 で 、 冒 頭 御 説 明 に も あ っ た と お

り 、ま だ 補 正 も 全 て 出 て き て い な い 、第 2回 に つ い て は 今 月 、そ れ か ら 第 3回 に つ い て は 年

度 末 以 降 と い う こ と で 、 全 て の 資 料 が 出 て き て い な い と い う こ と も あ り 、 ま た ヒ ア リ ン グ

に つ い て も こ れ か ら 順 次 開 始 を し て い く と い う こ と で 、 今 後 当 然 、 新 た な 論 点 と い う も の

が 出 て く る と 思 っ て お り ま す 。 そ う し た も の に つ い て は 、 改 め て 論 点 化 し た 上 で 、 会 合 で

説 明 し て い く と 、 こ の よ う な 理 解 で よ ろ し い で し ょ う か 。  

○ 内 藤 担 当 副 長 （ 中 国 電 力 ）  中 国 電 力 の 内 藤 で す 。 そ の 点 に つ き ま し て も 御 理 解 の と お

り で 、 当 社 と し て も 同 じ 認 識 で ご ざ い ま し て 、 今 後 審 査 を 受 け る 中 で 主 な 説 明 事 項 、 新 た

な 論 点 が 出 て く る こ と も あ り 得 る と 認 識 し て お り ま し て 、 そ の 点 に つ き ま し て は 、 審 査 会

合 で 御 説 明 さ せ て い た だ き た い と 思 っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 の 照 井 で す 。 分 か り ま し た 。 そ の 点 は 、 お 互 い に 共 通 認 識 を も っ て

や っ て い け れ ば と い う ふ う に 思 っ て ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ の 後 、 各 審 査 官 か ら も 個 別 の

論 点 に つ い て 指 摘 が あ る と 思 い ま す け れ ど も 、 今 後 の 審 査 に 臨 む に 当 た っ て 、 そ の 指 摘 も

踏 ま え て 、 し っ か り 資 料 を 作 り 込 ん で 審 査 に 臨 ん で い た だ け れ ば と 思 い ま す 。 以 上 で す 。  

○ 中 国 電 力 （ 内 藤 ）  中 国 電 力 の 内 藤 で す 。  

 承 知 い た し ま し た 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 い か が で し ょ う 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 先 ほ ど 説 明 あ っ た 中 で 確 認 だ け 先 に さ せ て い た だ き た い ん で す が 、 設 置 許 可 か ら の 設 計

変 更 に つ い て 確 認 で す 。資 料 1-1の パ ワ ー ポ イ ン ト の 資 料 の 27と 28ペ ー ジ 、こ ち ら の ほ う で

先 ほ ど ド ラ イ ウ ェ ル の 水 位 計 の 設 定 変 更 、 あ る い は 格 納 容 器 酸 素 濃 度 、 水 素 濃 度 の 計 測 範

囲 の 変 更 と い う の が あ っ た ん で す け ど も 、こ の 27ペ ー ジ の ほ う の ド ラ イ ウ ェ ル 水 位 計 の ほ

う で は 、 三 つ 目 の 矢 羽 根 で 設 定 値 を 変 更 す る に 当 た っ て 、 有 効 性 評 価 に 影 響 が な い こ と を

確 認 し と い う の が あ る ん で す け ど も 、 こ れ は 具 体 的 に は ど う い っ た こ と を 確 認 し た の か 説

明 し て く だ さ い 。  

○ 中 国 電 力 （ 福 間 ）  中 国 電 力 の 福 間 で ご ざ い ま す 。  

 ド ラ イ ウ ェ ル の 水 位 計 に つ き ま し て は 、 可 搬 設 備 に よ る ペ デ ス タ ル 注 水 の 停 止 判 断 に 用

い ま す 。 ペ デ ス タ ル 注 水 の 停 止 は 、 ド ラ イ ウ ェ ル の 水 位 の 規 定 水 位 の 到 達 の ほ か に 、 格 納

容 器 の 規 定 圧 力 の 到 達 な ど 複 数 の 条 件 が 成 立 し た 場 合 に 、 注 水 を 停 止 す る こ と と し て お り

ま す 。 有 効 性 評 価 に お き ま し て は 、 こ の 規 定 水 位 の 到 達 よ り も 格 納 容 器 が 規 定 圧 力 に 到 達
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す る ほ う が 時 間 的 に 後 に な る と い う こ と で 、 ペ デ ス タ ル 注 水 の 停 止 の タ イ ミ ン グ に 変 更 が

生 じ ま せ ん 。 そ の た め 、 有 効 性 評 価 の 内 容 に 変 更 が 生 じ な い と い う こ と を 確 認 し て お り ま

す 。 詳 細 に つ き ま し て は 、 ヒ ア リ ン グ の ほ う で 御 説 明 し て ま い り た い と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 理 解 し ま し た 。そ の 上 で 、ま た 27と 28ペ ー ジ 、こ れ 共 通 の 質 問 に な る ん で す け ど も 、27

ペ ー ジ の ほ う は ベ ン ト 管 の 施 工 誤 差 の 考 慮 、あ と は 28ペ ー ジ の ほ う は ナ ロ ー か ら ワ イ ド へ

の レ ン ジ の 切 替 え の タ イ ミ ン グ で ベ ン ト 判 断 基 準 に 少 し か ぶ っ て し ま う の で 、 計 測 範 囲 を

変 え る と い う こ と な ん で す け ど も 。 こ う い っ た 視 点 に 立 っ て 、 ほ か の 計 器 に は こ う い っ た

展 開 は 必 要 な か っ た の か と い う こ と に つ い て 説 明 し て く だ さ い 。  

○ 中 国 電 力 （ 福 間 ）  中 国 電 力 の 福 間 で す 。  

 現 時 点 に お き ま し て は 、 こ こ に 記 載 し て お り ま す ド ラ イ ウ ェ ル 水 位 計 、 格 納 容 器 の 酸 素

濃 度 、 水 素 濃 度 以 外 に 、 変 更 が 必 要 な 箇 所 は ご ざ い ま せ ん 。  

 以 上 で す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 了 解 し ま し た 。 そ う い っ た こ と も 踏 ま え て 、 今 後 、 説 明 資 料 に 追 加 し て 、 説 明 し て い た

だ け る よ う に お 願 い し ま す 。  

 そ れ か ら 、 こ れ か ら 指 摘 に な る ん で す け ど も 。 一 番 最 初 に 、 許 可 か ら の 詳 細 設 計 の 申 し

送 り 事 項 と い う の が 、パ ワ ー ポ イ ン ト の 1ペ ー ジ の ほ う で 、3.1で 紹 介 さ れ た ん で す け ど も 。

こ こ に は 12件 あ る と い う こ と で 説 明 あ っ た ん で す け ど も 、我 々 と し て は 、ピ ッ ク ア ッ プ さ

れ て な い も の が 2件 ほ ど あ る と い う こ と で 認 識 し て お り ま し て 。  

 1件 目 、 非 常 用 ガ ス 処 理 系 の 吸 込 み ラ イ ン 、 こ ち ら の ほ う は SAの 環 境 条 件 が 変 わ っ た と

い う こ と で 、 吸 込 み ラ イ ン を 変 え て い る こ と 、 そ れ に つ い て は 既 存 の 非 常 用 ガ ス 処 理 系 の

機 能 が 影 響 が な い か 、 健 全 性 に 影 響 が な い か と い う の を 、 後 段 の 規 制 の ほ う で 確 認 し て い

た だ き た い と い う の で 、 こ れ は 追 加 で 説 明 し て い た だ き た い と い う の が 1件 。  

 そ れ か ら 、 原 子 炉 ウ ェ ル の 排 気 ラ イ ン 、 こ ち ら の ほ う は 許 可 の 段 階 の 後 半 の ほ う で 、 一

応 そ の 排 気 ラ イ ン は 閉 止 す る と い う 設 計 方 針 は 説 明 を い た だ い た ん で す が 、 具 体 的 に ど う

い っ た 閉 止 を す る の か 、 こ れ は 閉 止 フ ラ ン ジ な の か 、 空 気 作 動 弁 を つ け て 遠 隔 で 閉 め る の

か 、 そ う い っ た こ と も 紹 介 さ れ た ん で す け ど 、 結 局 、 そ の 最 後 に は ど う い っ た 詳 細 設 計 に

な っ て い る の か と い う こ と に つ い て 、 説 明 を 追 加 で し て い た だ き た い の と 、 本 来 、 こ の 原
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子 炉 ウ ェ ル の 排 気 ラ イ ン と い う の が あ っ た ん で す け ど 、 そ れ を な く す こ と に よ っ て の 悪 影

響 、 こ ち ら に つ い て も 併 せ て 説 明 を 追 加 で し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

○ 中 国 電 力 （ 内 藤 ）  中 国 電 力 の 内 藤 で す 。  

 2件 に つ い て 、承 知 い た し ま し た 。SGTの 吸 込 み ラ イ ン と 原 子 炉 ウ ェ ル 排 気 ラ イ ン 、こ ち

ら に つ い て は 閉 止 方 法 、 悪 影 響 に つ い て 、 今 後 御 説 明 し た い と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 原 子 炉 ウ ェ ル の ほ う は 、 水 張 り ラ イ ン も 閉 止 す る と い う 説 明 も あ っ た の で 、 そ こ の 運 用

変 更 に つ い て も 具 体 的 に ど う す る の か と い う の も 追 加 で 、 今 後 の 審 査 会 合 で 説 明 し て い た

だ き た い と 思 い ま す 。  

 私 か ら は 以 上 で す 。  

○ 中 国 電 力 （ 内 藤 ）  中 国 電 力 の 内 藤 で す 。  

 承 知 い た し ま し た 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 い か が で す か 。  

○ 千 明 審 査 官  規 制 庁 の 千 明 で す 。  

 私 か ら は 、 主 な 説 明 事 項 に 関 し て 2点 の 指 摘 と 、 説 明 工 程 に 関 し て 1点 確 認 い た し ま す 。 

 一 つ 目 で す が 、資 料 1-1の 11ペ ー ジ を お 願 い し ま す 。こ の ペ ー ジ の 一 つ 目 の 矢 羽 根 に 建 物

の 地 震 応 答 解 析 に は 、 ジ ョ イ ン ト 要 素 を 用 い た 3次 元 FEMモ デ ル や 、 浮 上 り 線 形 SRモ デ ル

の 手 法 を 用 い る と あ り ま す 。 建 物 の 地 震 応 答 解 析 に お け る 基 礎 浮 上 り 評 価 に つ い て は 、 設

置 変 更 許 可 段 階 の 審 査 に お い て 、 島 根 2号 炉 に お け る 各 建 物 の 地 震 応 答 解 析 モ デ ル の 選 定

フ ロ ー で 説 明 が あ り ま し た が 、 低 接 地 率 と な る 見 込 み の あ る 複 数 の 建 物 に 対 し て 、 複 数 の

手 法 を 使 い 分 け て 適 用 す る こ と が 島 根 サ イ ト の 特 徴 で あ る と 認 識 し て い ま す 。 そ の た め 、

低 接 地 率 と な る 見 込 み の あ る 複 数 の 建 物 に 対 し て 、 複 数 の 手 法 を 使 い 分 け て 適 用 す る こ と

の 妥 当 性 に つ い て は 、 こ こ に 示 さ れ て い る 建 物 の 基 礎 底 面 の 付 着 力 の 論 点 と 併 せ て 、 今 後

説 明 し て い た だ き た い と 考 え て い ま す 。 こ の 点 に つ い て は 、 い か が で し ょ う か 。  

○ 中 国 電 力 （ 阿 比 留 ）  中 国 電 力 の 阿 比 留 で ご ざ い ま す 。  

 今 の 御 指 摘 の 件 に つ き ま し て は 、 こ ち ら も 認 識 い た し て お り ま す の で 、 御 説 明 さ せ て い

た だ き た い と 思 っ て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 千 明 審 査 官  は い 、 分 か り ま し た 。  
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 2点 目 で す が 、資 料 1-1、15ペ ー ジ を お 願 い し ま す 。こ ち ら は 漂 流 物 衝 突 荷 重 の 設 定 の 項

目 に な り ま す が 、右 側 の 図 1に 津 波 防 護 施 設 の 津 波 時 の 検 討 フ ロ ー が 示 さ れ て い ま す が 、こ

こ に あ る 津 波 衝 突 荷 重 の 評 価 に つ い て 、こ の 検 討 フ ロ ー の 中 で 先 行 事 例 と 何 が 異 な る の か 、

ま た ど こ に 新 規 性 が あ る の か に つ い て 整 理 し て い た だ い て 、 そ れ ら の 項 目 に つ い て 重 点 化

し て い た だ い て 、 今 後 説 明 い た だ き た い と 考 え て お り ま す 。  

 ま た 、 三 つ 目 の 矢 羽 根 に 、 漂 流 物 対 策 工 は 漂 流 物 衝 突 荷 重 に よ り 塑 性 状 態 ま で 許 容 す る

と い う 記 載 が あ り ま す が 、 塑 性 状 態 ま で 許 容 す る 漂 流 物 対 策 工 の 設 計 方 法 は 、 先 行 実 績 が

あ り ま せ ん の で 、 こ ち ら に つ い て は 新 た な 論 点 と し て 、 漂 流 物 衝 突 荷 重 の 評 価 と 併 せ て 、

今 後 説 明 い た だ き た い と 考 え ま す 。  

 今 申 し 上 げ た 2点 に つ い て 、 い か が お 考 え で し ょ う か 。  

○ 中 国 電 力 （ 吉 次 ）  中 国 電 力 の 吉 次 で ご ざ い ま す 。  

 ま ず 、 フ ロ ー に つ き ま し て は 、 先 行 サ イ ト で 荷 重 の 評 価 を し て い る も の と の 相 違 点 も 含

め て 、 今 後 資 料 を 充 実 し て 御 説 明 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 2点 目 の 三 つ 目 の 矢 羽 根 の 漂 流 物 対 策 工 の 許 容 限 界 に つ き ま し て も 、 こ ち ら に つ い て も

構 造 を 決 め ま し て 、 今 後 御 説 明 し た い と 考 え て お り ま す の で 、 こ ち ら も 論 点 と い た し ま し

て 、 こ の 漂 流 物 の 衝 突 荷 重 と 併 せ て 御 説 明 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

○ 千 明 審 査 官  規 制 庁 の 千 明 で す 。  

 分 か り ま し た 。 そ れ で は 、 三 つ 目 で す が 、 資 料 1-2、 説 明 工 程 に つ い て 1点 確 認 が あ り ま

す 。 耐 震 関 係 に つ き ま し て は 、 別 途 提 出 さ れ て い る 全 体 の 説 明 書 に つ い て の 説 明 可 能 時 期

の 資 料 、そ ち ら の 資 料 に よ り ま す と 、建 物 関 係 の 一 部 の 補 足 説 明 資 料 が 7月 下 旬 に 提 出 さ れ

る 予 定 と な っ て お り ま す 。一 方 で 、こ の 説 明 工 程 の 資 料 で は 、説 明 期 間 が 8月 ま で と な っ て

お り 、そ の 期 間 、7月 下 旬 と 8月 ま で と い う と こ ろ の 関 係 に つ い て 、こ ち ら と し て は 懸 念 を

抱 い て お り ま す 。  

 そ こ で 確 認 で す が 、 こ の 説 明 工 程 の 表 に つ い て は 、 ど の よ う な 考 え 方 で 作 成 さ れ て い る

の か 御 説 明 く だ さ い 。  

○ 中 国 電 力 （ 阿 比 留 ）  中 国 電 力 の 阿 比 留 で ご ざ い ま す 。  

 担 当 者 が も う 少 し で 参 り ま す の で 、 少 々 お 待 ち く だ さ い 。  

○ 中 国 電 力 （ 荒 芝 ）  中 国 電 力 の 荒 芝 で ご ざ い ま す 。  

 資 料 1-2の 全 体 工 程 の こ と で す け れ ど も 、 こ れ は 当 社 と し て 今 考 え て い る 工 程 で は あ り
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ま す が 、8月 ま で の 審 査 期 間 と 定 め て い る も の で は 当 然 ご ざ い ま せ ん で 。た だ 、お っ し ゃ る

と お り 、一 部 資 料 の 提 出 に つ き ま し て は 、7月 に な る と い う よ う な も の も 現 状 ご ざ い ま す 。

こ れ ら に つ き ま し て は 、 当 社 と し て は 、 で き る だ け 早 期 に 資 料 提 出 の 準 備 を し な が ら 審 査

に 対 応 し て い き た い と 考 え て ご ざ い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

○ 千 明 審 査 官  規 制 庁 の 千 明 で す 。  

 分 か り ま し た 。こ ち ら の 示 さ れ て い る 審 査 期 間 と い う の は 、8月 ま で で は な い と い う こ と

で 確 認 し ま し た 。  

 私 か ら は 以 上 で す 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 い か が で す か 。  

○ 名 倉 調 整 官  規 制 庁 の 名 倉 で す 。  

 ち ょ っ と 今 の や り 取 り の 件 の 中 で 、 こ れ は 審 査 期 間 で は な い と 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル 表 で

す ね 、 と い う 回 答 だ っ た ん で す け ど も 、 実 質 こ の 線 を 引 い て い る こ と の 具 体 的 な 意 味 合 い

に つ い て お 聞 き し た い ん で す が 。 こ こ で 引 い て い る 線 に つ い て は 、 あ く ま で も こ こ に 書 い

て あ る 項 目 の 説 明 を 一 通 り 終 わ る ぐ ら い の ス ケ ジ ュ ー ル を こ こ に 記 載 し て い る と い う 理 解

で よ ろ し い で す か 。  

○ 中 国 電 力 （ 荒 芝 ）  中 国 電 力 の 荒 芝 で ご ざ い ま す 。  

 資 料 の 提 出 の 工 程 に つ き ま し て は そ の と お り で ご ざ い ま す け ど も 、 冒 頭 の 資 料 工 程 の と

こ ろ 、 こ れ に つ き ま し て は 審 査 期 間 を 示 し て い る も の で は な い と い う こ と で 御 説 明 は さ せ

て い た だ き ま し た 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

○ 名 倉 調 整 官  規 制 庁 の 名 倉 で す 。  

 ま だ い ま 一 度 は っ き り し な い ん で す が 、 こ こ に 書 い て あ る ス ケ ジ ュ ー ル は 、 各 項 目 で 資

料 提 出 と 、 あ と 説 明 の 時 期 等 を 多 分 イ メ ー ジ し て 記 載 を し て い る と 思 う ん で す が 、 こ れ は

あ く ま で も コ メ ン ト 回 答 ま で ち ゃ ん と 含 め て 事 業 者 が こ れ を 計 画 し て 、 こ こ に 線 を 引 い て

い る か と い う の は 、 ま だ 審 査 を 始 め た ば か り で あ っ て 、 そ の 進 み 具 合 と か 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン と か う ま く い く か ど う か も あ る ん で す け れ ど も 、こ の と お り い く と は 限 ら な い の で 。

私 ど も の 認 識 と し て は 、 少 な く と も １ 回 ど お り 説 明 し て 、 コ メ ン ト を も ら う 程 度 は こ れ ぐ

ら い の 期 間 か か る ん だ よ な と い う ふ う に 認 識 を し て い ま す 。 こ の 辺 は 、 ち ょ っ と 今 後 、 実

際 、 こ の バ ー チ ャ ー ト の と こ ろ に 入 っ た と き に 、 資 料 提 出 と ヒ ア リ ン グ の 関 係 で ど の よ う
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な 状 況 に な っ て い る か と い う こ と も 見 な が ら 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル 表 、 工 程 表 が 本 当 に 何 を

意 味 し て い る の か と い う の は 、 徐 々 に 判 明 し て い く と い う ふ う に 思 い ま す の で 、 そ こ ら 辺

も 含 め て 、 今 後 、 審 査 が ど の よ う な 状 況 に な る か と い う の を 注 視 し て い き た い と い う よ う

に 考 え て お り ま す 。 い か が で し ょ う か 。  

○ 中 国 電 力 （ 荒 芝 ）  中 国 電 力 の 荒 芝 で ご ざ い ま す 。  

 承 知 い た し ま し た 。 当 社 と し ま し て も 、 先 行 の 審 査 状 況 を 踏 ま え ま し て 、 審 査 期 間 、 説

明 期 間 の ほ う を こ こ で 抽 出 さ せ て も ら っ て い る と い う 認 識 で ご ざ い ま す の で 、 こ の 辺 り も

審 査 を し な が ら 確 認 を さ せ て い た だ い て 、 対 応 さ せ て い た だ き た い と 思 っ て ご ざ い ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

○ 名 倉 調 整 官  規 制 庁 の 名 倉 で す 。  

 ち ょ う ど 今 、 先 行 の 審 査 状 況 等 を 踏 ま え て 、 こ の バ ー チ ャ ー ト を 引 い た と い う こ と な ん

で す け れ ど も 。 今 回 の 申 請 の 特 徴 と し て 、 ち ょ っ と お 聞 き し た い こ と が あ っ て 、 先 行 の 事

例 と は ち ょ っ と 異 な る 点 が あ っ て 、そ れ は こ の 最 初 の 資 料 1-1の 4ペ ー ジ 、 今 後 の 補 正 で す

け れ ど も 、第 2回 と 第 3回 の 補 正 の 内 容 と そ の ボ リ ュ ー ム が 示 さ れ て い て 。ち ょ っ と 着 目 す

べ き な の は 、第 3回 補 正 の 内 容 の 下 か ら 2行 目 の と こ ろ 、耐 震 性 に 関 す る 説 明 書（ 各 施 設 の

耐 震 計 算 書 ） の と こ ろ は 、 484図 書 の う ち 383図 書 が 第 3回 。 第 3回 と い う の は 3月 以 降 で 、

ま だ 時 期 も 確 定 し て い な い と い う と こ ろ で 、こ れ を パ ー セ ン テ ー ジ に す る と 80％ 弱 に な り

ま す 。  

 そ れ で 耐 震 計 算 書 と い う の は 、 確 認 の プ ロ セ ス と し て は 、 ク リ テ ィ カ ル パ ス に な り や す

い と い う こ と で 、 こ れ ま で の 例 え ば 先 行 で い く と 柏 崎 刈 羽 と か 、 そ れ か ら 今 は ま だ 審 査 中

で あ り ま す け ど も 女 川 の と こ ろ 、 そ う い っ た と こ ろ の ボ リ ュ ー ム の バ ラ ン ス か ら す る と 、

ち ょ っ と 後 ろ に 非 常 に 偏 っ て い る と い う ふ う に 見 て い ま す 。  

 こ こ が こ の 島 根 の 申 請 の 中 で 非 常 に 特 徴 的 な と こ ろ な ん で す け れ ど も 、 こ う い っ た と こ

ろ を 踏 ま え る と 、 当 然 、 計 算 結 果 が 出 て く る の が 遅 け れ ば 、 そ れ に 付 随 し て 補 足 説 明 資 料

も 出 て く る の が 遅 く な る と い う こ と が 往 々 に し て 考 え ら れ て 。 そ う 考 え る と 、 こ の ス ケ ジ

ュ ー ル と い う の は 、 非 常 に 後 ろ の ほ う に 重 み が い っ て い て 。 最 初 の 頃 は 、 い ろ い ろ と 宿 題

事 項 と か 、 許 可 時 か ら の 論 点 引 継 ぎ と か 、 そ う い っ た と こ ろ の 説 明 を し て い く と い う こ と

な の で 、 そ れ は 審 査 と し て 進 む ん で す け れ ど も 、 一 番 危 惧 し て い る の は 、 こ う い っ た ボ リ

ュ ー ム が あ る 計 算 書 の 内 容 が 後 ろ の ほ う に 寄 っ て い る と 、 最 初 の ほ う で 少 し 指 摘 が あ り ま

し た け ど も 、 照 井 の ほ う か ら 。 新 た な 論 点 、 も し く は 事 業 者 が 説 明 を 重 点 的 に す べ き 事 項
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と い う の は 、 こ う い っ た と こ ろ か ら 結 構 た く さ ん 出 て き て い ま す 、 今 ま で の 経 験 か ら す る

と 。 そ う い う と こ ろ に 関 し て 、 い か に 効 率 的 に 事 業 者 自 身 が 説 明 の 重 点 化 を 図 っ て 、 審 査

の 中 で 説 明 し て い く か と い う こ と が 非 常 に 重 要 に な り ま す 。 こ こ の と こ ろ が 弱 い と 、 審 査

と い う の は 非 常 に 時 間 が か か る も の に な る と い う ふ う に 考 え て い ま す 。  

 ち ょ っ と そ う い っ た と こ ろ も 所 感 と し て あ る の で 、 こ の サ イ ト の 申 請 の 特 徴 は 、 今 申 し

上 げ た と お り な ん で す け れ ど も 、 サ イ ト の 特 性 と か 手 法 、 条 件 と か 、 そ う い っ た と こ ろ の

申 請 の 特 徴 、そ れ を 踏 ま え て 、ど う い う と こ ろ が 説 明 と し て 重 点 化 し な い と い け な い の か 、

そ れ を よ く 考 え て 、 今 後 、 説 明 の 準 備 を し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 正 直 に 言 っ て し ま う と 、例 え ば 6ペ ー ジ の と こ ろ 、A、B、C、D、Eと 区 分 し て 、A、Bを

重 点 的 に 説 明 し ま す と 。 そ れ で 、 こ れ ま で の 審 査 の 経 験 上 、 事 業 者 の ほ う で 盛 り や す い と

い う の は Dで す 。 プ ラ ン ト の 仕 様 に よ ら な い 共 通 的 な 適 用 例 が あ る か な い か で 、 な い と し

た と き に 、 そ の 特 異 性 が ど こ に あ る の か と い う の を よ く 見 な い と 、 そ れ っ て ほ か の サ イ ト

と 同 じ よ う に 適 用 し て い る ん だ け ど 、 ち ょ っ と 違 う だ け で す よ と い っ て 、 実 は 大 き く 違 う

と こ ろ が あ っ た り 、 こ の と こ ろ が 非 常 に 意 識 を 共 有 化 す る の に 時 間 が か か る と こ ろ で あ り

ま す 。  

 し た が っ て 、 こ の サ イ ト の 特 徴 、 手 法 、 条 件 も 含 め て 特 徴 が 何 か と い う こ と を よ く 理 解

し た 上 で 、 ど う い う こ と が 追 加 的 に 説 明 が 必 要 に な る の か 、 重 点 的 に 説 明 が 必 要 に な る か

と い う の を 、 よ く 考 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。 指 摘 で も あ り ま せ ん け れ ど も 、 こ れ ま

で の 経 験 上 、 非 常 に 時 間 が か か っ て い る 部 分 、 こ う い っ た も の に 対 し て 、 よ り 意 識 を 深 め

て 対 応 し て い た だ き た い と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。  

 私 か ら は 以 上 で す 。  

○ 中 国 電 力 （ 三 村 ）  中 国 電 力 の 三 村 で ご ざ い ま す 。  

 御 指 摘 の 件 、 特 に 後 に ご ざ い ま し た 島 根 の 特 徴 を 踏 ま え て 、 し っ か り と 御 説 明 す べ き 点

を 漏 れ な く 説 明 で き る よ う に 留 意 を し て 、 資 料 の ほ う を 作 成 し て い き た い と 思 い ま す 。  

 ま た 、 耐 震 計 算 書 の 件 に つ き ま し て は 、 一 部 床 応 答 の ス ペ ク ト ル の 作 成 等 が 遅 れ て い る

よ う な こ と も ご ざ い ま し て 、 補 正 が 第 3回 に 偏 っ て い る よ う な 状 況 は 事 実 で ご ざ い ま す け

れ ど も 、 先 ほ ど 御 指 摘 が あ り ま し た よ う に 、 い ろ ん な 論 点 が 出 て く る と い う こ と も 踏 ま え

て 、 資 料 の 作 成 の ス ピ ー ド 感 は 持 っ て 対 応 す る と と も に 、 し っ か り 御 説 明 で き る よ う に 資

料 準 備 を し て い き た い と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 い か が で す か 。  
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○ 齋 藤 調 査 官  規 制 庁 の 齋 藤 で す 。  

 今 の 説 明 工 程 に つ い て 、 若 干 、 今 の 名 倉 と か ぶ る 部 分 は あ り ま す け ど も 、 指 摘 さ せ て い

た だ き ま す 。  

 今 後 の 審 査 で 説 明 さ れ る 内 容 に つ き ま し て は 、 異 な る 複 数 の 項 目 が 相 互 に 関 連 し て い る

よ う な も の が 少 な か ら ず ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 審 査 の 作 業 と し て は 、 説 明 し て い た だ い

た 内 容 に つ い て 、 エ ビ デ ン ス 等 の 詳 細 な デ ー タ の 確 認 が メ イ ン と な り ま す 。  

 で す の で 、 あ る 項 目 に つ い て 説 明 が 終 わ れ ば 、 そ の 項 目 の 審 査 が 終 了 と い う こ と で は な

く て 、 こ ち ら 側 の コ メ ン ト と 、 そ れ に 対 す る 回 答 と い う の が 繰 返 し に な る と こ ろ が 多 く ご

ざ い ま す 。 で す の で 、 先 ほ ど の 名 倉 の 指 摘 も 含 め て 、 現 実 的 な 工 程 を 改 め て 今 後 の 審 査 で

示 し て い た だ き た い と 思 っ て お り ま す 。  

 ま た 、 今 回 提 示 い た だ い た 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル を ベ ー ス に 、 計 画 を 今 後 ま た 検 討 さ れ る

と 思 い ま す け れ ど も 、 今 後 の 工 程 管 理 の た め に 、 そ の 計 画 と 実 際 の そ の 後 の 進 捗 の 実 績 を

併 記 し た よ う な 工 程 管 理 表 の よ う な も の を 、 今 後 の 審 査 の 中 で 定 期 的 に 示 し て い た だ け れ

ば と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 中 国 電 力 （ 荒 芝 ）  中 国 電 力 の 荒 芝 で ご ざ い ま す 。  

 御 指 摘 い た だ き ま し た 内 容 に つ き ま し て 、 対 応 を し て い き た い と 思 い ま す 。 よ ろ し く お

願 い い た し ま す 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 い か が で す か 。 よ ろ し い で す か 。  

 中 国 電 力 側 か ら 、 何 か 改 め て 確 認 し て お き た い 点 等 ご ざ い ま す か 。  

○ 中 国 電 力 （ 三 村 ）  中 国 電 力 の 三 村 で ご ざ い ま す 。  

 当 社 の ほ う か ら は ご ざ い ま せ ん 。  

 以 上 で す 。  

○ 山 中 委 員  よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 以 上 で 議 題 の 1を 終 了 い た し ま す 。  

 こ こ で 一 旦 中 断 し 、 15分 後 、 15時 35分 か ら 再 開 し た い と 思 い ま す 。  

（ 休 憩  中 国 電 力 退 室  東 京 電 力 入 室 ）  

○ 山 中 委 員  再 開 い た し ま す 。  

 次 の 議 題 は 、議 題 2、東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 6・7号 機

の 重 大 事 故 等 対 策 に つ い て で す 。  
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 そ れ で は 、 資 料 に つ い て 説 明 を 始 め て く だ さ い 。  

○ 東 京 電 力 （ 江 谷 ）  東 京 電 力 の 江 谷 で す 。  

 本 日 は 、所 内 常 設 直 流 電 源 設 備（ 3系 統 目 ）の 設 置 に つ い て 御 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ ち ら に つ き ま し て は 、11月 12日 に 設 置 変 更 許 可 申 請 を し て お り ま す 。こ ち ら に つ い て

は 経 過 措 置 が 設 け ら れ て ご ざ い ま す 、 設 置 許 可 基 準 規 則 の 57条 第 2項 に 対 応 す る も の と な

っ て ご ざ い ま す 。  

 具 体 的 な 規 則 等 へ の 適 合 性 に つ き ま し て は 、 資 料 の 2-2～ 2-4の ほ う に 記 載 し て ご ざ い ま

す が 、こ れ ら の 要 点 を 資 料 2-1の ほ う に ま と め て ご ざ い ま す の で 、こ ち ら を 使 っ て 御 説 明 さ

せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 そ う し た ら 、資 料 を め く っ て い た だ き ま し て 、2ペ ー ジ 目 が 目 次 と な っ て ご ざ い ま す 。本

日 こ う い っ た 流 れ で 御 説 明 さ せ て い た だ こ う と 思 っ て ご ざ い ま す 。  

 次 に 、3ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。こ ち ら 所 内 常 設 直 流 電 源 設 備（ 3系 統 目 ）の 概 要

の 主 に 設 備 面 を ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 さ ら な る 信 頼 性 を 向 上 す る た め 、 設 計 基 準 事

故 対 処 設 備 の 電 源 が 喪 失 し た 場 合 に 、 重 大 事 故 等 の 対 応 に 必 要 な 設 備 に 直 流 電 源 を 供 給 す

る た め に 、 特 に 高 い 信 頼 性 を 有 す る 、 い わ ゆ る 3系 統 目 の 電 池 を 設 置 い た し ま す 。  

 直 流 125V蓄 電 池 の 3系 統 目 で す け ど も 、 全 交 流 動 力 電 源 喪 失 発 生 後 、 AM用 の 125V蓄 電

池 が 枯 渇 し た 場 合 、 2系 統 目 の 可 搬 型 直 流 電 源 設 備 よ り も 先 に 給 電 を 開 始 す る 設 計 と し て

ご ざ い ま す 。  

 下 の ほ う に 図 の ほ う を 載 せ て ま す け ど も 、新 た に 設 置 す る も の に つ き ま し て は 、緑 の 1点

鎖 線 で 囲 っ て ご ざ い ま す 。  

 4ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。 こ れ は 手 順 に つ い て 概 要 を ま と め て ご ざ い ま す 。  

 大 ま か な 時 系 列 を 上 の ほ う に 示 し て ご ざ い ま す け れ ど も 、 基 本 的 な 運 用 と し ま し て 、 ま

ず 、 AM用 の 直 流 125V蓄 電 池 に お い て 、 想 定 外 の 枯 渇 等 に よ る 機 能 喪 失 が あ っ た 場 合 に 、

こ ち ら の 3系 統 目 に よ る 給 電 を 開 始 し 、24時 間 に わ た っ て 給 電 を 継 続 す る と い う も の で す 。 

 ま た 、 可 搬 型 の 直 流 電 源 設 備 の 準 備 が 完 了 次 第 、 同 設 備 か ら こ ち ら の 可 搬 型 の ほ う に 切

替 え ま し て 、 さ ら に 長 期 に わ た る 給 電 を 可 能 と す る と い う 手 順 と な っ て ご ざ い ま す 。  

 5ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。5ペ ー ジ 目 以 降 で は 、こ の 3系 統 目 の 基 準 適 合 性 に つ い て

ま と め て ご ざ い ま す 。ま ず 、38条 で す け ど も 、こ ち ら は 既 に 38条 と し て の 適 合 を 確 認 さ れ

て ご ざ い ま す 地 盤 に 設 置 す る 、 原 子 炉 建 屋 内 に 設 置 す る 設 計 と し て ご ざ い ま す 。  

 39条 、地 震 に つ き ま し て は 、こ ち ら は 常 設 耐 震 重 要 重 大 事 故 防 止 設 備 及 び 常 設 重 大 事 故
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緩 和 設 備 と し て 設 計 の ほ う が ご ざ い ま す 。  

 40条 の 津 波 で す け ど も 、こ ち ら に つ き ま し て は 津 波 防 護 対 象 設 備 と し て 設 置 の ほ う を 行

い ま す 。  

 41、 43、 57に つ き ま し て は 、 後 ほ ど 御 説 明 い た し ま す の で 、 こ こ で は 割 愛 い た し ま す 。 

 続 き ま し て 、一 番 下 段 、45～ 58の と こ ろ で す け れ ど も 、こ ち ら に つ き ま し て は 各 設 備 の

電 源 に 所 内 、 こ の 3系 統 目 の ほ う を 追 加 い た し ま す 。  

 6ペ ー ジ 目 を お 願 い し ま す 。6ペ ー ジ 目 で す け ど も 、こ ち ら 内 部 火 災 の 基 本 事 項 に つ い て

ま と め て ご ざ い ま す 。 火 災 防 護 審 査 基 準 等 を 踏 ま え ま し て 、 火 災 の 発 生 防 止 や 火 災 の 感 知

及 び 消 火 の そ れ ぞ れ を 考 慮 し た 火 災 防 護 対 策 を 実 施 し て ま い り ま す 。  

 具 体 的 に は 、ま ず 、火 災 の 発 生 防 止 で す け ど も 、こ ち ら 3系 統 目 の 電 池 か ら 発 生 す る 水 素

ガ ス の 換 気 及 び 水 素 濃 度 検 出 器 の 設 置 、 電 気 系 統 の 過 電 流 防 止 対 策 を 実 施 い た し ま す 。 ま

た 、 主 要 な 構 造 材 等 に つ き ま し て は 不 燃 性 の 材 料 、 ま た は 難 燃 性 材 料 を 使 用 い た し ま す 。

ま た 、 原 子 炉 建 屋 内 に 設 置 す る こ と に よ り ま し て 、 落 雷 や 地 震 等 の 自 然 現 象 に よ る 火 災 の

発 生 防 止 対 策 を 実 施 い た し ま す 。  

 続 き ま し て 、火 災 の 感 知 に つ き ま し て で す け ど も 、3系 統 目 を 設 置 す る 区 画 の 環 境 条 件 や

火 災 の 性 質 を 考 慮 し て 火 災 感 知 器 の 型 式 を 選 定 い た し ま し て 、 固 有 の 信 号 を 発 す る 異 な る

種 類 を 組 み 合 わ せ て 設 置 い た し ま す 。 ま た 、 火 災 感 知 設 備 に つ き ま し て は 、 全 交 流 電 源 喪

失 時 に お き ま し て も 火 災 の 感 知 を 可 能 に す る た め 電 源 確 保 を 行 い ま し て 、 中 央 制 御 室 で 常

時 監 視 で き る よ う 設 計 い た し ま す 。  

 火 災 の 消 火 に つ き ま し て は 、3系 統 目 を 設 置 す る 区 画 に つ き ま し て は 、火 災 時 の 煙 の 充 満

に よ り 消 火 活 動 が 困 難 と な る 場 所 と な り ま す の で 、 固 定 式 消 火 設 備 で あ る 全 域 ガ ス 消 火 設

備 の ほ う を 設 置 い た し ま す 。  

 こ ち ら の 表 に つ き ま し て は 、既 設 の 設 備 、SA設 備 と の 比 較 を し て ご ざ い ま す け ど も 、火

災 の 発 生 防 止 等 と か 感 知 、 消 火 対 策 の 基 本 方 針 に 差 異 は ご ざ い ま せ ん 。  

 7ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。火 災 の 感 知 、消 火 設 備 の 選 定 に つ い て ま と め て ご ざ い ま

す 。 感 知 設 備 で す け ど も 、 基 本 的 に は 感 知 設 備 の 設 計 方 針 に つ き ま し て は 、 既 設 建 屋 と 同

じ で ご ざ い ま す 。 こ れ 直 流 125Vの 3系 統 目 を 設 置 す る 蓄 電 池 室 で す け ど も 、 爆 発 性 の 雰 囲

気 を 形 成 す る お そ れ の あ る 場 所 で ご ざ い ま し て 、 万 一 の 水 素 濃 度 上 昇 を 考 慮 し て 、 非 ア ナ

ロ グ 式 で 防 爆 型 の 煙 感 知 器 及 び 熱 感 知 器 に よ る 異 な る 種 類 の 感 知 器 を 組 み 合 わ せ て 設 置 い

た し ま す 。  
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 こ ち ら 中 央 制 御 室 の 監 視 に つ き ま し て は 、先 ほ ど 御 説 明 し ま し た の で 、割 愛 い た し ま す 。  

 続 き ま し て 、 消 火 設 備 で す け ど も 、 こ ち ら も 基 本 的 な 消 火 設 備 の 設 計 方 針 に つ き ま し て

は 、 既 設 建 屋 と 同 じ で ご ざ い ま す 。 全 域 の 消 火 設 備 を 用 い る と い う こ と に つ き ま し て は 、

先 ほ ど 御 説 明 し ま し た が 、 直 流 125Vの 3系 統 目 に つ き ま し て は 、 電 気 設 備 で あ り 、 水 に よ

る 消 火 が 適 さ な い こ と か ら 、 電 気 絶 縁 性 の 高 い ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 剤 を 用 い た 全 域 ガ ス 消 火

設 備 を 設 置 い た し ま す 。  

 8ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。こ ち ら に つ き ま し て は 、非 常 用 蓄 電 池 、新 規 制 対 応 に 適

し ま す 電 池 と の 比 較 を 行 っ て ご ざ い ま す 。 こ ち ら 今 回 設 置 い た し ま す 3系 統 目 の 電 池 の 特

徴 は 、 こ の 赤 字 で 記 載 し て ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ れ に つ き ま し て は 特 に 高 い 信 頼 性 を 有

す る も の と す る た め に 、 こ の 弾 性 設 計 用 地 震 動 に よ る 地 震 力 ま た は 静 的 地 震 力 の い ず れ か

大 き い ほ う の 地 震 力 に 対 し て 、 概 ね 弾 性 状 態 に 留 ま る 範 囲 で 耐 え ら れ る こ と と い う と こ ろ

を 特 徴 的 な 設 計 方 針 と し て ご ざ い ま す 。  

 9ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。9ペ ー ジ 目 に つ き ま し て は 、技 術 的 な 審 査 基 準 へ の 適 合

性 に つ い て ま と め て ご ざ い ま す 。 申 請 書 で す と か 、 そ の 追 補 に 、 そ の 手 順 の ほ う を 反 映 し

て ご ざ い ま し て 、 そ の 有 効 性 を 確 認 し て ご ざ い ま す 。  

 ま た 、 切 替 え の 容 易 性 と し ま し て 、 本 来 の 用 途 以 外 の 用 途 と し て 、 重 大 事 故 等 に 対 処 す

る た め に 使 用 す る 設 備 は ご ざ い ま せ ん で 、 既 許 可 か ら の 変 更 は あ り ま せ ん 。  

 ま た 、 ア ク セ ス ル ー ト の 確 保 と い う 観 点 で も 、 中 央 制 御 室 内 の 操 作 で あ る た め 、 既 許 可

か ら の 変 更 は ご ざ い ま せ ん 。  

 手 順 書 の 整 備 と か 教 育 及 び 訓 練 の 実 施 、 体 制 整 備 と い う 観 点 で す け れ ど も 、 重 大 事 故 等

発 生 時 に 的 確 か つ 柔 軟 に 対 処 で き る よ う 、 手 順 書 を 整 備 い た し ま し て 、 教 育 及 び 訓 練 を 実

施 す る と と も に 、 要 員 を 確 保 す る 等 の 必 要 な 体 制 を 整 備 し て ま い り ま す 。  

 以 上 、 要 点 を 御 説 明 し ま し た が 、 こ れ ら に よ り 技 術 的 能 力 審 査 基 準 に 適 合 し て い る と い

う ふ う に 考 え て ご ざ い ま す 。  

 10ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。こ ち ら 3系 統 目 の 設 備 仕 様 を ま と め て ご ざ い ま す 。3系

統 目 の 電 池 で す け ど も 、 既 設 の 直 流 電 源 設 備 で あ る AM用 の 直 流 125V蓄 電 池 で も 使 用 し て

ご ざ い ま す 制 御 弁 式 の 鉛 蓄 電 池 を 採 用 し て ご ざ い ま す 。 仕 様 に つ き ま し て は 、 表 の ほ う に

ま と め て ご ざ い ま す 。  

 そ し て 、 こ の 制 御 弁 式 の 鉛 蓄 電 池 で す け ど も 、 ベ ン ト 形 の 鉛 蓄 電 池 に 比 べ て 以 下 の 点 で

優 位 が あ る と い う こ と で 、ま ず 一 つ 、1組 で の 大 容 量 実 装 が 可 能 と い う こ と で 、制 御 弁 式 鉛
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蓄 電 池 1組 の ラ イ ン ナ ッ プ 上 の 最 大 容 量 は 3,000Ahで ご ざ い ま し て 、検 証 さ れ て い る ベ ン ト

形 鉛 蓄 電 池 の 1組 の ラ イ ン ナ ッ プ で の 最 大 容 量 以 上 と な っ て ご ざ い ま す 。こ れ は 1系 統 当 た

り の 部 品 構 成 数 が 少 な く な る と い う こ と で 、 全 体 の 故 障 発 生 を 小 さ く す る 優 位 性 が あ る こ

と に 加 え ま し て 、 設 置 ス ペ ー ス の 縮 小 が 可 能 と な っ て ご ざ い ま す 。  

 続 き ま し て 、 エ ネ ル ギ ー 保 持 性 能 が 高 い と い う こ と で す け ど も 、 ベ ン ト 形 よ り も 自 己 放

電 率 が 低 く 、 こ れ は 充 電 し て い な い 状 態 で 容 量 が 減 少 し に く い と い う こ と で す け ど も 、 充

電 電 圧 の ば ら つ き が 小 さ い た め 、 定 期 的 な 均 等 充 電 が 不 要 と な り ま す の で 、 エ ネ ル ギ ー 保

持 特 性 が 高 い も の と 考 え て ご ざ い ま す 。  

 続 き ま し て 、 水 素 放 出 量 が 小 さ い と い う こ と で す け ど も 、 過 充 電 時 の 水 素 放 出 量 で す け

ど も 、こ ち ら に つ い て は ベ ン ト 形 に 比 べ て 少 な い 、す な わ ち 必 要 な 換 気 量 も 約 2割 小 さ く す

る こ と が 可 能 と な っ て ご ざ い ま す 。  

 最 後 に 、 不 具 合 発 生 時 の 優 位 性 で す け ど も 、 鉛 蓄 電 池 と し て の 生 産 流 通 が 主 流 と な っ て

ご ざ い ま す の で 、 故 障 時 等 の 入 れ 替 え 時 の 早 期 手 配 や 供 給 量 に つ い て ベ ン ト 形 よ り 余 裕 が

あ る も の と 考 え て ご ざ い ま す 。  

 11ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。11ペ ー ジ 目 で す け ど も 、電 源 系 統 図 、こ れ は 操 作 電 池

に 着 目 し た 電 源 系 統 図 を 示 し て ご ざ い ま す 。3系 統 目 電 池 で す け ど も 、電 源 切 替 操 作 を こ の

系 統 図 に 書 い て い る ① ～ ④ の 箇 所 で 実 施 い た し ま す け ど も 、 こ れ に つ い て は 中 央 制 御 室 に

て 操 作 の ほ う を 行 い ま す 。  

 す み ま せ ん 、12ペ ー ジ 目 で す け ど も 、こ ち ら は 設 置 場 所 に 関 し て で す け ど も 、3系 統 目 の

電 池 で す け れ ど も 、 地 震 、 津 波 、 溢 水 、 火 災 及 び 外 部 か ら の 衝 撃 に よ る 損 傷 の 防 止 が 図 ら

れ た 原 子 炉 建 屋 内 に 配 置 す る 設 計 と い た し ま す 。 ま た 、 設 計 基 準 事 故 対 処 設 備 と 同 時 に 機

能 を 損 な う お そ れ が な い よ う に 、非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 と か 、DB、SAの 各 蓄 電 池 と 位 置

的 分 散 を 図 り ま す 。 さ ら に 可 搬 型 直 流 電 源 設 備 と も 位 置 的 分 散 を 図 っ て ま い り ま す 。  

 13ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。こ ち ら 所 内 、3系 統 目 の 電 池 の 容 量 の 根 拠 に つ い て ま と

め て ご ざ い ま す 。3系 統 目 の 電 池 で す け ど も 、こ ち ら の 容 量 に つ き ま し て は 、SBO時 に 24時

間 以 上 に わ た る 直 流 電 力 の 供 給 に 必 要 な 容 量 を 以 下 の 表 の と お り 算 出 し て ご ざ い ま す 。 こ

の 結 果 、 必 要 な 容 量 1,792Ahと し て い ま し て 、 そ れ を 上 回 る 約 3,000Ahと し て ご ざ い ま す 。 

 14ペ ー ジ 目 の ほ う を お 願 い い た し ま す 。こ ち ら に つ き ま し て は 、直 流 3系 統 目 の 電 池 の 主

な 負 荷 の ほ う を ま と め て ご ざ い ま す 。 こ こ に あ り ま す と お り 、 HPAC制 御 電 源 で す と か 、

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 制 御 電 源 が 負 荷 の 対 象 と な っ て ご ざ い ま す 。  
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 15ペ ー ジ 目 を お 願 い い た し ま す 。 こ ち ら は 3系 統 目 の 電 池 の 給 電 に 対 す る 優 先 順 位 を ま

と め て ご ざ い ま す 。 SBOの 発 生 時 で す け ど も 、 重 大 事 故 等 対 処 設 備 は AM用 の 直 流 125V蓄

電 池 か ら 自 動 給 電 さ れ ま す 。 交 流 動 力 電 源 設 備 が 復 旧 で き な い 場 合 は 、 AM用 直 流 125V蓄

電 池 に よ り 24時 間 以 上 に わ た っ て 給 電 が 継 続 さ れ ま す 。  

 こ こ で 、AM用 直 流 125V蓄 電 池 が 想 定 外 に 枯 渇 し た 場 合 で す け ど も 、こ こ で は 今 回 の 3系

統 目 の ほ う を 使 用 い た し ま す 。 な お 、 可 搬 型 直 流 電 源 設 備 の 準 備 が 完 了 し た 場 合 に は 、 同

設 備 か ら 給 電 す る こ と に よ り 、 長 期 に わ た る 負 荷 へ の 給 電 を 可 能 と い た し ま す 。  

 こ ち ら の ほ う に 一 連 の 手 順 の フ ロ ー を 示 し て ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ の 赤 い 点 線 が 示 し

て い る 部 分 が 、 今 回 追 加 に な っ た も の で ご ざ い ま す 。  

 16ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。こ ち ら は 所 内 直 流 電 源 設 備（ 3系 統 目 ）の 特 に 高 い 信 頼 性

に つ い て ま と め て ご ざ い ま す 。  

 今 ま で と 重 複 す る と こ ろ も ご ざ い ま す の で 、 簡 単 に ま と め ま す け ど も 、 ま ず は 、 重 大 事

故 等 対 処 設 備 と し て の 耐 震 性 を 向 上 し 、 特 に 高 い 信 頼 性 を 確 保 す る と い う こ と 。  

 続 き ま し て 、 原 子 炉 建 屋 内 に 設 置 す る こ と で 、 地 震 、 津 波 、 溢 水 等 か ら 影 響 を 考 慮 す る

と い う こ と 。  

 三 つ 目 と し て 、 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 を 採 用 す る こ と 。  

 こ ち ら を も ち ま し て 、 特 に 高 い 信 頼 性 と い う ふ う に 考 え て ご ざ い ま す 。  

 最 後 、17ペ ー ジ を お 願 い い た し ま す 。こ ち ら は 技 術 的 能 力 審 査 指 針 へ の 適 合 性 を ま と め

て ご ざ い ま す 。 前 回 の 設 置 変 更 許 可 申 請 、 こ ち ら は 有 毒 ガ ス に 対 す る 防 護 措 置 の 追 加 で す

け れ ど も 、 こ ち ら は 2020年 の 5月 に 許 可 処 分 を い た だ い て ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ こ か ら

御 説 明 す る 内 容 に つ き ま し て は 、 大 き く 変 わ っ て ご ざ い ま せ ん 。  

 1点 、4行 目 で す け ど も 、品 質 保 証 活 動 が ご ざ い ま す け れ ど も 、こ ち ら に つ き ま し て は 品

質 保 証 規 則 を 取 り 込 ん だ 保 安 規 定 、 こ ち ら は 2020年 6月 に 施 行 し て ご ざ い ま す の で 、 そ ち

ら を 反 映 し た 記 載 と し て ご ざ い ま す 。  

 以 上 で 説 明 の ほ う を 終 わ り た い と 思 い ま す 。  

○ 山 中 委 員  そ れ で は 、 質 疑 に 移 り ま す 。 質 問 、 コ メ ン ト は ご ざ い ま す か 。  

○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 の 照 井 で す 。  

 私 か ら は 、特 に 第 3電 源 と い う こ と で 、特 に 高 い 信 頼 性 と い う と こ ろ で 確 認 を さ せ て い た

だ き た い と 思 い ま す 。  

 パ ワ ー ポ イ ン ト の 8ペ ー ジ 目 の と こ ろ で 、第 3系 統 目 に 要 求 さ れ る 設 計 上 の 考 慮 と い う こ
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と で 整 理 を さ れ て い て 、 特 に 第 3電 源 と し て Sd、 Ss機 能 維 持 に 加 え て Sd弾 性 設 計 を す る と

い う こ と が 整 理 を さ れ て お り ま す 。 こ れ は 補 足 資 料 、 資 料 2-2の PDFで 言 う と 132ペ ー ジ 、

下 の ペ ー ジ 番 号 で 言 う と 57-1-3で す 。 57条 第 2項 自 体 へ の 適 合 の た め の 設 計 方 針 を 記 載 を

し て い る 資 料 に な り ま す け れ ど も 、そ こ で も Ss機 能 維 持 に 加 え て 、Sｄ 弾 性 設 計 と す る と い

う こ と が う た わ れ て い る と い う と こ ろ で あ り ま す け れ ど も 。 耐 震 性 以 外 の と こ ろ で 、 少 し

信 頼 性 要 求 と の 関 係 で 整 理 を さ せ て い た だ き た く て 。  

 信 頼 性 要 求 と い う と 、一 番 に 思 い つ く の は 、DBの 12条 、ク ラ ス 1、安 全 重 要 度 の ク ラ ス

1と い う と こ ろ の 要 求 と し て 信 頼 性 要 求 と い う の は 整 理 を さ れ て い る と い う と こ ろ で あ り

ま し て 。こ の パ ワ ー ポ イ ン ト の 8ペ ー ジ を 見 る と 、耐 震 性 以 外 に も 信 頼 性 を 高 め る た め の 設

計 を 取 っ て い る と い う ふ う に 理 解 し て い ま す け ど も 、ク ラ ス 1設 計 と の 関 係 で 、耐 震 性 以 外

の と こ ろ で す 、 そ の 信 頼 性 を ど の よ う に 確 保 し て い る の か と い う と こ ろ は 説 明 で き ま す で

し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 と 申 し ま す 。  

 ク ラ ス 1設 計 に つ い て 御 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。今 回 の 3系 統 目 の 直 流 電 源 に つ き ま し

て は 、基 本 、DB設 備 と 同 じ よ う な 設 計 を 踏 襲 す る と い う 形 で 、ク ラ ス 1相 当 、ク ラ ス 1と 同

じ よ う な 設 計 に な っ て い ま す 。た だ 、多 重 性 、ま た は 多 様 性 と い う 部 分 だ け は 、DBは 柏 崎

6・7号 機 の 場 合 は 4系 統 化 と い う 形 に な っ て ま す け ど も 、今 回 の 部 分 、SAの と こ ろ は 1系 統

目 、2系 統 目 、3系 統 目 と い う 意 味 で は 、ち ょ っ と 多 重 化 と い う 形 な の か も し れ ま せ ん 。今

回 、単 独 で 多 重 化 と い う と こ ろ は あ り ま せ ん が 、そ れ 以 外 の と こ ろ は 概 ね DBと 同 じ よ う な

で す の で 、8ペ ー ジ の 表 の と お り 、耐 震 性 、そ れ か ら 地 震 、津 波 、火 災 、そ れ か ら 溢 水 、外

部 か ら の 影 響 と い っ た と こ ろ 、 あ と 位 置 的 分 散 は や っ ぱ り DBと ほ か の SAと 分 散 を 図 る と

い う 形 で 性 能 を 確 保 し て ご ざ い ま す の で 、ち ょ っ と SAと い う 特 性 上 、多 重 性 ま た は 多 様 性

と い う と こ ろ は 違 い が あ り ま す が 、 基 本 的 に は ほ ぼ 同 じ 設 計 を 踏 襲 し て い る と い う 形 で ご

ざ い ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 の 照 井 で す 。  

 御 説 明 は 理 解 を し ま し た 。 お っ し ゃ る と お り 、 SA設 備 自 体 に は と い う か 、 こ の 第 3電 源

も そ う で す け ど 、第 3電 源 そ の も の を 多 重 化 し な さ い と い う 要 求 で は 決 し て な い の で 、そ の

第 3電 源 と し て 多 重 化 要 求 が DBと は 違 う と い う よ う な 御 説 明 は 理 解 を し て い る つ も り で あ

り ま す 。  
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 そ れ 以 外 の と こ ろ に つ い て は 、 DBの ク ラ ス 1と ほ ぼ 同 等 な 設 計 を さ れ て い る と い う こ と

で 理 解 を し て い ま す し 、 そ の SAの 第 3系 統 だ け で は な く て 、 SAの ほ か の 蓄 電 池 と の 関 係 で

言 う と 、 違 う 仕 様 の も の を 使 っ た り と か 、 共 通 要 因 故 障 に 対 す る 設 計 上 の 配 慮 を し て い る

と い う こ と だ と 思 っ て い ま す 。  

 そ う す る と 、少 し ク ラ ス 1相 当 、ど こ が で き て い て 、ど こ が で き て い な い の か 、あ る い は

ど こ ま で 設 計 上 の 配 慮 と し て や っ て い る の か と い う の は 少 し 整 理 を し て い た だ い て 、 も し

必 要 が あ る の で あ れ ば 、こ の 補 足 資 料 の ほ う で は 適 合 方 針 と し て は Sd弾 性 設 計 等 を す る と

い う こ と が う た わ れ て い る だ け で す の で 、 必 要 に 応 じ て こ ち ら に も 反 映 す る な ど 、 そ の 検

討 を し て い た だ き た い と 思 い ま す け れ ど も 、 い か が で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 承 知 い た し ま し た 。ク ラ ス 1と い う と こ ろ と の 比 較 、整 理 、検 討 さ せ て い た だ き た い と 思

い ま す 。  

○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 の 照 井 で す 。  

 も う 1点 、こ れ は 単 な る 表 現 だ け の と こ ろ か も し れ ま せ ん け ど 、今 の パ ワ ー ポ イ ン ト 、8

ペ ー ジ の と こ ろ で 、 位 置 的 分 散 と し て DB系 統 、 そ れ か ら SAの 1系 統 目 、 SAの 2系 統 目 と い

う と こ ろ と 位 置 的 分 散 を 図 る と い う こ と で 資 料 に 記 載 し て あ り ま す 。 こ れ に つ い て は 、 補

足 説 明 資 料 の 通 し の 161ペ ー ジ 、57-5-3ペ ー ジ の と こ ろ で 、既 存 の 設 計 基 準 事 故 対 処 設 備 の

DGを 含 め て 直 流 電 源 系 、 あ る い は SAの 他 の 系 統 と の 位 置 的 分 散 と い う と こ ろ が 記 載 を さ

れ て い る と い う の は 理 解 を し て い る ん で す け ど 。 一 方 で 、 先 ほ ど 申 し 上 げ た 57-1-3ペ ー ジ

と か 、57条 自 身 の 適 合 方 針 と し て は 、DBあ る い は SAの 1系 統 目 と の 位 置 的 分 散 に 対 す る 設

計 上 の 配 慮 み た い な と こ ろ は う た わ れ て な い ん で す け ど 、 こ れ は こ ち ら の ほ う で は う た う

必 要 は な い の で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 薗 頭 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 薗 頭 で ご ざ い ま す 。  

 先 ほ ど 御 指 摘 い た だ き ま し た 適 合 方 針 に 関 す る 位 置 的 分 散 の 記 載 で ご ざ い ま す が 、 資 料

2-2、57-1-3、下 か ら 3行 目 の と こ ろ で 、こ ち ら の 3系 統 目 の 蓄 電 池 は 原 子 炉 建 屋 内 に 設 置 す

る こ と で 、 コ ン ト ロ ー ル 建 屋 内 の 蓄 電 池 と 共 通 要 因 に よ っ て 損 な わ な い よ う 位 置 的 分 散 を

図 る 設 計 と す る 。 あ と 独 立 性 に 関 し て も 、 57-1-4、 こ ち ら に 関 し て 電 路 の 独 立 性 を 記 載 し

て お り ま し て 、 そ う い っ た 意 味 で 、 こ ち ら に 記 載 が あ る も の と 考 え て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 の 照 井 で す 。  
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 す み ま せ ん 、 ち ょ っ と 指 摘 が 分 か り に く か っ た か も し れ ま せ ん け ど 、 非 常 用 の 蓄 電 池 、

DBの 非 常 用 の 蓄 電 池 と の 位 置 的 分 散 と い う の は 書 か れ て い る と は 理 解 し て い る ん で す け

ど 、先 ほ ど の 通 し の 161ペ ー ジ の と こ ろ で す と 、蓄 電 池 だ け じ ゃ な く て 、非 常 用 の DGで あ

る 、あ る い は 他 の 系 統 の SAの 蓄 電 池 と の 位 置 的 分 散 に つ い て も 記 載 を さ れ て い て 、57条 の

適 合 方 針 と し て 、DBの 非 常 用 の 蓄 電 池 以 外 の も の と の 位 置 的 分 散 と か 、独 立 性 に 関 す る 配

慮 と い う の は 記 載 す る 必 要 が な い の か と い う 趣 旨 で の 御 質 問 で ご ざ い ま す 。  

○ 東 京 電 力 （ 薗 頭 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 薗 頭 で ご ざ い ま す 。  

 質 問 の 御 趣 旨 、 御 説 明 あ り が と う ご ざ い ま す 。 理 解 い た し ま し た 。 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発

電 機 、 あ と 、 そ の ほ か の SA系 統 、 1系 統 目 と の 位 置 的 分 散 の 記 載 が 適 合 方 針 に 記 載 が な い

と い う こ と の 御 指 摘 と 理 解 い た し ま し た の で 、 こ ち ら の ほ う は 記 載 の ほ う を 追 加 し た い と

思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 照 井 審 査 官  規 制 庁 、 照 井 で す 。  

 分 か り ま し た 。  

 私 か ら の 指 摘 は 以 上 で ご ざ い ま す 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 い か が で す か 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 私 か ら は 、ち ょ っ と 第 3電 源 の 系 統 構 成 に つ い て 、ち ょ っ と 御 確 認 さ せ て い た だ き ま す 。  

 パ ワ ポ の 11ペ ー ジ の ほ う を 見 る と 、 ま ず 、 第 3電 源 か ら の 供 給 先 と し て 、 逃 が し 安 全 弁

と 、 あ と 高 圧 代 替 注 水 系 の 幾 つ か の 設 備 を 給 電 先 と し て い る ん で す け ど も 。 ま ず 、 こ ち ら

の 設 備 を 給 電 先 と し た 理 由 に つ い て 、 ち ょ っ と 御 説 明 い た だ け ま す で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 基 本 的 に は SA設 備 と い う こ と で 、 第 3系 統 目 の 電 源 、 AM用 直 流 電 源 1系 統 目 で 供 給 し て

い る SA設 備 と い う と こ ろ で 、 3系 統 目 も 同 様 に 、 SA設 備 の ほ う に 供 給 す る と い う 形 で 設 定

さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 分 か り ま し た 。 す み ま せ ん 、 私 の ち ょ っ と 質 問 が あ れ だ っ た か も し れ な い ん で す け ど 、

こ の 給 電 先 に し て い る 設 備 と い う の は 、 57条 の 2項 で 求 め ら れ て い る 炉 心 の 著 し い 損 傷 と

か 、 原 子 炉 格 納 容 器 の 破 損 を 防 ぐ た め の 設 備 と い う 認 識 で よ ろ し い で し ょ う か 。  



 

28 

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 す み ま せ ん 、 ち ょ っ と 説 明 が 不 足 し て 申 し 訳 あ り ま せ ん 。 お っ し ゃ る と お り で ご ざ い ま

す 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 分 か り ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 資 料 2-2の 補 足 説 明 資 料 の 57-4-6を ち ょ っ と 見 て い た だ く と 、こ ち ら は 特 に 高 い 信 頼 性 を

有 す る 耐 震 設 計 と し て い る 範 囲 と 、 あ と Sク ラ ス 設 計 と し て い る 範 囲 が 色 づ け さ れ て い る

ん で す け れ ど も 。今 回 の こ の 第 3電 源 に つ い て 、特 に 高 い 信 頼 性 を 有 す る 電 源 設 備 と い う 観

点 か ら 、 第 3電 源 か ら 供 給 す る 負 荷 ま で も Sd弾 性 設 計 を 行 う 必 要 が あ る の か な と 考 え る ん

で す け れ ど 、こ れ は こ こ の 色 を 塗 っ て な い 範 囲 と い う の は 、ど の よ う に お 考 え で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 こ ち ら の と こ ろ に つ い て は 、基 本 的 に は 既 設 の SA設 備 と い う こ と で す の で 、従 来 の 設 計

と い う 形 で 、 今 回 の 蓄 電 池 に 合 わ せ て 何 か 評 価 す る 必 要 は な い の か な と い う ふ う に 考 え て

ご ざ い ま し て 。 青 い 部 分 に つ き ま し て は 、 今 回 追 加 す る 部 分 と い う と こ ろ で 、 特 に 信 頼 性

の 高 い と い う と こ ろ で 、 Sdの 設 計 を 入 れ た と い う 形 で 考 え て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 御 説 明 は 理 解 し た ん で す け ど 、 今 回 、 特 に 高 い 信 頼 性 を 有 す る 電 源 設 備 っ て 、 電 源 設 備

と い う の は 、負 荷 か ら 電 源 に 供 給 す る ま で が 電 源 設 備 に な る の か な と い う ふ う に 思 う の で 、

そ う い う 観 点 か ら す る と 、こ の 負 荷 ま で の 電 路 に つ い て も Sd弾 性 設 計 と す る 必 要 が あ る と

考 え る の で 、 ち ょ っ と 一 度 御 検 討 を い た だ け れ ば と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 す み ま せ ん 、 ち ょ っ と 一 度 、 じ ゃ あ 検 討 さ せ て く だ さ い 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 続 い て 、パ ワ ポ の 5ペ ー ジ の 今 回 の 第 3電 源 の 適 合 性 に 関 す る 条 文 と し て 、SAの 個 別 条 文

と し て 45条 か ら 5条 文 、各 設 備 の 電 源 に 所 内 電 源 、第 3電 源 を 追 加 と い う ふ う に し て 追 加 し

て い る ん で す け ど 、 こ の 5条 文 を 選 定 し た 理 由 を ち ょ っ と 御 説 明 い た だ け ま す か 。  
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○ 東 京 電 力 （ 薗 頭 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 薗 頭 と 申 し ま す 。  

 先 ほ ど ち ょ っ と 御 説 明 で 回 答 し た と お り 、1系 統 目 の AM用 の 蓄 電 池 か ら 給 電 し て い る 間

に 対 し て 、こ ち ら の 第 3系 統 目 を 新 し く 設 置 す る と い う 設 計 と し て お り ま す の で 、AM用 蓄

電 池 が 給 電 す る 対 象 設 備 の 条 文 に つ い て 、 こ ち ら の ほ う 5条 文 を 挙 げ て 追 加 す る 記 載 と さ

せ て い た だ い て お り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 あ り が と う ご ざ い ま す 。そ う な る と 、逃 が し 安 全 弁 は 、こ れ は 46条 の 対 象 設 備 だ と 思 う

ん で す け ど 、 こ こ に 46条 が 入 っ て い な い の は な ぜ で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 薗 頭 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 薗 頭 で す 。  

 逃 が し 安 全 弁 の 計 装 設 備 に つ き ま し て は 、既 許 可 の ほ う で 第 46条 の 適 合 性 方 針 に お き ま

し て 、 可 搬 型 直 流 電 源 設 備 と し て こ ち ら を 給 電 す る と い う こ と に し て お り ま す の で 、 こ ち

ら は SAの 2系 統 目 に な り ま し て 、 こ ち ら が 1系 統 目 の AM用 の 蓄 電 池 に 関 し て 枯 渇 し た 場 合

に は 該 当 し な い と い う 整 理 か ら 、 こ ち ら の ほ う は 46条 を 記 載 し て お り ま せ ん 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 今 の 御 説 明 は 、要 す る に 今 現 状 の 記 載 で も 第 3電 源 か ら 給 電 で き る ふ う に 読 め る の で 、特

に 46条 の ほ う は 修 正 が 要 ら な い と し て い る と い う 認 識 で よ ろ し い で す か 。  

○ 東 京 電 力 （ 薗 頭 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 薗 頭 で す 。  

 す み ま せ ん 、 回 答 が 。 す み ま せ ん 、 こ ち ら の ほ う は SAの 2系 統 目 の ほ う で 給 電 で き ま す

の で 、こ ち ら の ほ う は 3系 統 目 と し て で は な く 、2系 統 目 で 給 電 で き る と い う ふ う に し て お

り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 御 説 明 は 理 解 し ま し た が 、そ う な る と 、今 こ こ に あ る 5条 文 が 、も う 第 3電 源 か ら の 給 電

先 の 全 て と い う 認 識 で よ ろ し い ん で す か ね 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  す み ま せ ん 、 お 待 た せ し ま し た 。 東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤

で す 。  

 す み ま せ ん 、ち ょ っ と 単 純 に 、現 状 の 既 許 可 の 設 置 許 可 本 文 で 、こ の 46条 の SR弁 の と こ

ろ が 2系 統 目 と い う 形 で 、本 文 に 1系 統 目 の 直 流 電 源 が 出 て こ な い 。で す の で 、ち ょ っ と こ
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こ の 記 載 に は 入 れ て な い と い う 形 な ん で す け れ ど も 。 た だ 、 基 本 的 に は 給 電 は で き る よ う

に 、 パ ワ ー ポ イ ン ト で 示 さ せ て い た だ い た と お り に 設 計 し ま す と い う 形 に な っ て ご ざ い ま

す 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 分 か り ま し た 。御 説 明 は 理 解 し た ん で す け ど 、今 回 、第 3電 源 か ら 給 電 す る 設 備 と い う こ

と で 、 個 別 条 文 を 修 正 す る 必 要 性 等 も 含 め て 、 改 め て ち ょ っ と 整 理 し て 、 御 説 明 い た だ け

れ ば な と 思 う ん で す け ど 、 い か が で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 承 知 い た し ま し た 。 じ ゃ あ 、 ち ょ っ と 既 許 可 の 内 容 を 御 説 明 さ せ て い た だ き な が ら 、 ち

ょ っ と 整 理 さ せ て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 続 い て 、 今 回 採 用 し て い る 制 御 弁 式 蓄 電 池 と ベ ン ト 形 式 蓄 電 池 の 違 い に つ い て ち ょ っ と

確 認 し た い ん で す け れ ど も 。補 足 説 明 資 料 の 57-3-10の 表 を 見 る と 、基 本 的 に 制 御 弁 式 蓄 電

池 の ほ う が 優 れ て い る こ と は 理 解 し た ん で す け ど 。 1点 だ け 、 期 待 寿 命 だ け 大 体 半 分 ぐ ら

い 、 ベ ン ト 形 の 半 分 ぐ ら い と な っ て い て 、 こ こ は 余 寿 命 評 価 を 行 い 、 取 替 を 行 う た め 同 等

と な っ て い る ん で す け ど 。 余 寿 命 評 価 と い う の は 、 そ も そ も ど の よ う な も の か 、 ち ょ っ と

御 説 明 し て い た だ け ま す か 。  

○ 東 京 電 力 （ 薗 頭 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 薗 頭 で す 。  

 余 寿 命 評 価 と い う こ と は 、 取 替 方 針 と 劣 化 の 管 理 と い う こ と と 理 解 い た し ま し て 、 そ の

点 に つ い て 回 答 い た し ま す 。劣 化 更 新 に つ い て は 、通 常 、使 用 年 数 が 8年 以 上 経 過 後 、電 解

液 の 比 重 や 、こ ち ら の 蓄 電 池 設 備 と い う の は 小 さ い 電 池 の 集 ま り で し て 、そ の 単 体 の セ ル 、

電 池 と 、 こ ち ら の 電 圧 の 低 下 傾 向 を 確 認 し つ つ 計 画 的 に 更 新 す る こ と に し て い ま す 。  

 制 御 弁 式 の 場 合 、 エ ン チ ャ ン ス と し て い る 外 観 点 検 で す と か 、 蓄 電 池 の 単 電 池 の 電 圧 、

内 部 抵 抗 だ と か 、 室 温 と か を 測 定 し て お り ま し て 、 こ ち ら の 傾 向 を も と に 取 替 の ほ う を 判

断 し て 、 計 画 的 に 実 施 す る と い う こ と と し て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 分 か り ま し た 。 蓄 電 池 本 体 に 関 す る 評 価 を し て 、 そ れ で 寿 命 が 近 づ い て き た ら 交 換 す る
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と い う こ と で 。 バ ッ テ リ ー 本 体 で は な く て 、 そ の 他 の 付 随 し て い る 構 成 部 品 等 が バ ッ テ リ

ー の 余 寿 命 よ り 短 く な る よ う な こ と は な い で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 バ ッ テ リ ー 以 外 と い う と こ ろ は 、 充 電 器 盤 と い う 形 で 御 説 明 さ せ て い た だ き ま す と 、 基

本 的 に は 蓄 電 池 よ り 充 電 器 盤 の ほ う が 、 半 導 体 素 子 等 は 使 っ て い ま す け ど も 、 長 い と 考 え

て い ま す 。  

 た だ 、 こ ち ら も 同 じ で 、 毎 定 検 か 、 定 期 的 な 期 間 で 点 検 を 行 い ま し て 、 そ の 中 で 劣 化 が

見 ら れ れ ば 更 新 を 計 画 し て い く と い う 形 で 考 え て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 岩 崎 審 査 官  規 制 庁 、 岩 崎 で す 。  

 基 本 的 に 、 そ の 他 の 構 成 部 品 は バ ッ テ リ ー よ り も 長 も ち す る と い う こ と で 、 毎 定 検 ご と

に 点 検 し て い る と い う こ と で 理 解 い た し ま し た 。  

 私 か ら は 以 上 で す 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 質 問 、 コ メ ン ト ご ざ い ま す か 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 パ ワ ー ポ イ ン ト の 11ペ ー ジ 、お 願 い し ま す 。こ ち ら の ほ う で 切 替 え の 手 順 が 書 い て あ る

ん で す が 、 私 か ら の 質 問 は 二 つ あ り ま し て 、 こ の 切 替 え の ① 、 ② 、 ③ 、 ④ と い う ふ う に 順

番 が 書 い て あ る ん で す け ど も 、第 3バ ッ テ リ ー の 本 体 の 故 障 、そ う い っ た も の も 重 要 な ん で

す け ど も 、 切 替 え の 遮 断 器 が 万 一 切 替 え が で き な い 、 そ う い っ た 場 合 を 想 定 し て 、 切 替 え

が で き な い 場 合 の 手 順 、 そ う い っ た も の は ど う い う ふ う に 考 え て い る の か 。 こ こ は 機 械 的

な イ ン タ ー ロ ッ ク も 入 っ て い る と い う こ と も 聞 い て い る の で 、① 番 、② 番 と ③ 番 、④ 番 で 、

① 番 と ③ 番 が 切 り 替 わ ら な か っ た 場 合 の 対 応 に つ い て 、 説 明 を お 願 い し ま す 。  

○ 東 京 電 力 （ 田 中 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 田 中 で す 。  

 ① の 遮 断 器 が 動 作 で き な い 、 ③ の 遮 断 器 が 動 作 で き な い と い う 場 合 の 対 応 に な り ま す け

れ ど も 、 こ の 場 合 、 直 流 125V蓄 電 池 3系 統 目 か ら の 充 電 と い う の は で き な く な る と 考 え て

お り ま し て 、 2系 統 目 か ら の 充 電 を 進 め る と い う こ と に な り ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 ① 番 の と こ ろ 、 ① 番 と ② 番 の と こ ろ は 、 上 流 側 に も 遮 断 器 が あ る ん で す け ど も 、 そ う い

っ た と こ ろ を 切 っ て 入 れ る こ と は 、 構 造 上 は で き る と 思 う ん で す け ど も 、 ど う い っ た 対 応
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に な る の か 、 こ こ に つ い て 説 明 し て も ら え ま す か 。  

○ 東 京 電 力 （ 田 中 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 田 中 で す 。  

 そ の 場 合 は 、 お っ し ゃ る と お り 、 上 流 側 の 遮 断 器 を 切 っ て 対 応 す る こ と は 可 能 か と 思 い

ま す 。す み ま せ ん 、説 明 の 流 れ と し て 、実 際 の 3系 統 目 の 充 電 の 場 合 に 切 り 離 せ な い と い う

場 合 の 想 定 で お 話 を さ せ て い た だ き ま し た 。  

 以 上 で す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 そ う い う 遮 断 器 側 で 切 替 え が で き な い 場 合 の 対 応 に つ い て 、 平 常 時 か ら そ う い っ た バ ッ

ク ア ッ プ 的 な 手 順 が あ る と 、 対 応 も ス ム ー ズ に 行 く の か な と 思 っ て ま し て 。 そ う い っ た 手

順 を 考 え て い た だ き た い と 思 う ん で す が 、 そ ち ら の 手 順 の 、 深 堀 り し た 手 順 の 追 加 に つ い

て 検 討 し て い た だ き た い ん で す が 、 い か が で し ょ う か 。  

○ 東 京 電 力 （ 田 中 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 田 中 で す 。  

 現 状 の 記 載 、 ほ か の 記 載 と ト ー ン を 合 わ せ て 、 今 書 い て あ る 状 態 で し て 。 基 本 的 に は 、

使 お う と 思 っ て い る も の が う ま く い く 、 そ れ が う ま く い か な い 場 合 は 、 さ ら に バ ッ ク ア ッ

プ の 違 う 検 討 を 用 い る と い う ふ う に 全 体 の 構 成 さ れ て お り ま す 。そ の 個 々 の も の に 対 し て 、

例 え ば 弁 が 動 か な い と か 、遮 断 器 が 動 か な い と い う の に 、個 別 の 対 応 の 記 載 は 今 の と こ ろ 、

ほ か の と こ ろ で も 記 載 を し て い な い と い う と こ ろ で す 。 ち ょ っ と 記 載 ぶ り に つ い て 、 こ ち

ら の ほ う 再 度 検 討 さ せ て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 そ う い っ た 対 応 が も し 可 能 で あ れ ば 、 明 確 に し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 そ れ か ら 、ま た 同 じ と こ ろ の パ ワ ー ポ イ ン ト 11ペ ー ジ で 、こ ち ら も 少 し 視 点 を 変 え た 質

問 に な る ん で す け ど も 。こ の 第 3電 源 、こ ち ら の ほ う に 給 電 す る 方 法 な ん で す け ど も 、こ の

単 結 上 で は 、 可 搬 型 の 交 流 電 源 や 可 搬 型 の 直 流 電 源 設 備 か ら は 一 見 す る と 給 電 で き な い よ

う な 単 結 に な っ て い る ん で す け ど も 、 こ れ は 万 が 一 枯 渇 し て し ま っ た 場 合 の 可 搬 型 で の 給

電 の 方 法 と い う の は あ る ん で し ょ う か 、 説 明 し て く だ さ い 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 蓄 電 池 を 充 電 す る 方 法 に つ い て は 、 今 、 可 搬 型 の 、 要 は 電 源 車 か ら 充 電 で き る 方 法 は 、

今 あ り ま せ ん 。 基 本 的 に は 、 通 常 時 、 待 機 し て い る と き 、 待 機 し て い る と き の 充 電 と し て

は 、非 常 用 電 源 も E系 、違 う 区 分 か ら 充 電 で き る よ う に し て い て 、少 し 多 重 性 を 持 た せ て い
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る と い う と こ ろ は あ り ま す 。ち ょ っ と SAの 電 源 車 か ら の 充 電 と い う と こ ろ は 、基 本 的 に 交

流 電 源 が 復 活 し た 後 と い う こ と に な り ま す の で 、 こ こ は 今 の と こ ろ 接 続 で き る よ う な 形 に

は な っ て ご ざ い ま せ ん 。  

 以 上 で す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 説 明 は 分 か り ま し た 。ABWRの 特 徴 と し て 電 源 3系 統 、C系 、D系 、E系 と あ り ま し て 、E

系 側 に 今 回 の 第 3電 源 が ぶ ら 下 が っ て い る の で 、E系 に 直 接 そ の 可 搬 型 は 入 ら な い の か も し

れ ま せ ん け ど も 、C系 、D系 の タ イ ラ イ ン な ど を 活 用 し て 充 電 す る 方 法 は で き な く は な い と

思 う ん で す け ど 、 そ の 辺 を 少 し 踏 ま え て 、 ほ か の 可 搬 型 か ら の 給 電 方 法 が も し あ れ ば 、 少

し 多 様 性 を 持 っ た 手 順 に な る の で 、 そ う い っ た と こ ろ も 含 め て 検 討 い た だ き た い と 思 い ま

す け ど 、 い か が で す か 。  

○ 東 京 電 力 （ 遠 藤 ）  東 京 電 力 ホ ー ル デ ィ ン グ ス の 遠 藤 で す 。  

 必 要 性 を も う ち ょ っ と 整 理 さ せ て い た だ い て 、 検 討 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

○ 義 崎 管 理 官 補 佐  規 制 庁 の 義 崎 で す 。  

 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 私 か ら 以 上 で す 。  

○ 山 中 委 員  そ の ほ か 、 い か が で す か 。 よ ろ し い で す か 。  

 事 業 者 の ほ う か ら 何 か 今 日 の コ メ ン ト 等 、 確 認 し て お き た い こ と ご ざ い ま す か 。  

○ 東 京 電 力 （ 江 谷 ）  東 京 電 力 の 江 谷 で す 。  

 我 々 か ら は 特 に ご ざ い ま せ ん 。  

○ 山 中 委 員  そ れ で は 、 以 上 で 議 題 の 2を 終 了 い た し ま す 。  

 本 日 予 定 し て い た 議 題 は 以 上 で す 。  

 今 後 の 審 査 会 合 の 予 定 に つ い て は 、12月 10日 、金 曜 日 に 地 震・津 波 関 係 、公 開 の 会 合 を

予 定 し て お り ま す 。  

 第 1018回 審 査 会 合 を 閉 会 い た し ま す 。  


